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本
資
料
で
紹
介
す
る
も
の
は
、
第
一
に
、
昨
年
一
〇
月
、
Ｅ
Ｕ
機
関
の
一
つ
で
あ
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
欧
州
議
会
と
理
事
会
に
向

け
て
出
さ
れ
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
と
獲
得
さ
れ
た
も
の(acqu

is)

の
改
訂：

進
む
べ
き
道
」
と
い
う
副
題
の
付
さ
れ
た
、
通
知

（
後
掲
付
録
�
）
で
あ
る
。
第
二
に
、
本
年
五
月
に
欧
州
議
会
と
理
事
会
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
、「
不
公
正
取
引
手
段
指
令
」
と
い
う

略
称
の
付
さ
れ
た
指
令
（
後
掲
付
録
�
）
で
あ
る
。

前
者
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
の
通
知
に
始
ま
る
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
行
動
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
後
掲
の
表
―
１
参（
１
）

照
）。

こ
の
最
初
の
通
知
は
、
既
に
紹
介
・
分
析
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
契
約
法
、
と
り
わ
け
消
費
者
契
約
法
の
分
野
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
に

出
さ
れ
て
き
た
指
令
群
が
様
々
な
問
題
を
生
み
、
そ
の
対
処
の
方
法
を
問
う
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
通
知
に
対
す
る
回
答

を
ま
と
め
、
二
〇
〇
三
年
に
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
契
約
法
の
分
野
で
既
に
獲
得
さ
れ
て

い
る
ル
ー
ル
を
改
善
す
る
こ
と
、
約
款
作
成
、
分
野
を
特
定
し
な
い
立
法
、
と
い
う
三
つ
の
措
置
提
案
を
含
む
が
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ら

Ｅ
Ｕ
契
約
法
と
消
費
者
保
護

―
―
二
〇
〇
四
年
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
通
知
と

二
〇
〇
五
年
の
不
公
正
取
引
手
段
指
令
―
―

平

田

健

治

（阪大法学）５５（２―３１３）５７９〔２００５．８〕



2001.7.11 communication from the commission to the council and the

european parliament on european contract law, COM (2001) 398

final

2002.4.3 REACTIONS TO THE COMMUNICATION ON EUROPEAN

CONTRACT LAW

2003.2.12 communication (a more coherent european contract law, an action

plan), COM (2003) 68 final

2004.10.11 communication (European Contract Law and the revision of the

acquis : the way forward), COM (2004) 651 final

表―１

2001.10.2 GREEN PAPER on European Union Consumer Protection, COM

(2001) 531 final

(DG SANCO)

2001.10.2 Proposal for EUROPEAN PARLIAMENT AND COUNCIL

REGULATION concerning sales promotions in the Internal

Market

(DG Internal Market and Services)

2002.6.11 COMMUNICATION FROM THE COMMISSION : Follow-up

Communication to the Green Paper on EU Consumer Protection

2003.6.18 Proposal for a DIRECTIVE OF THE EUROPEAN PARLIAMENT

AND OF THE COUNCIL concerning unfair business-to-

consumer commercial practices in the Internal Market and

amending directives 84/450/EEC, 97/7/EC and 98/27/EC (the

Unfair Commercial Practices Directive)

2005.5.11 2005/29/EC

表―２
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三
つ
の
作
業
に
共
通
に
役
立
つ
共
通
準
拠
枠
組(com

m
on

fram
e

of
referen

ce,C
F

R
)

を
作
成
す
る
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
対
す
る
反
応
を
考
慮
し
て
出
さ
れ
た
も
の
が
、
今
回
翻
訳
す
る
通
知
で
あ
る
。
内
容
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
進
捗
報（
２
）

告
と
詳
細
化
で
あ
る
。

後
者
の
も
の
は
、
五
月
に
出
さ
れ
た
指
令
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
の
経
緯
は
表
―
２
の
よ
う
で
あ（
３
）

る
。

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
日
の
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
同
日
に
別
の
総
局
が
担

当
す
る
企
業
間
の
不
公
正
取
引
手
段
規
制
を
目
的
と
す
る
規
則
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
指
令
と
し
て
成
立
し
た
も
の
は
、

そ
れ
に
対
し
、
事
業
者
の
不
公
正
取
引
手
段
に
対
し
て
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
う
た
っ
て
い（
４
）

る
。
二
〇
〇
三
年
の
指

令
提
案
で
は
、
同
様
の
規
制
の
適
用
分
野
に
よ
る
棲
み
分
け
を
意
識
し
て
、
提
案
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
規
則
案
の
方
は
立
法
が
頓
挫

し
て
い
る
よ
う（
５
）

で
、
成
立
し
た
指
令
に
は
、
規
則
案
と
の
調
整
部
分
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
条
や
前
加
理
由

（
８
）
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
誤
認
を
招
く
取
引
手
段
と
攻
撃
的
取
引
手
段
で
構
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
事
業
者
の
購
入
勧
誘
に
際

し
て
の
不
公
正
取
引
手
段
か
ら
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
保
護
す
る
ル
ー
ル
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
条
第
二
項
で
一
般
的

定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
平
均
的
消
費
者
の
経
済
的
行
動
あ
る
い
は
取
引
判
断
を
著
し
く
ゆ
が
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
平
均
的
消
費
者
」
概
念
は
、
前
加
理
由
（
１８
）
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
、
誤
認
を
招
く
広

告
指
令(84/450/E

E
C

)

の
解
釈
に
か
か
わ
る
一
連
の
判（
６
）

決
を
通
じ
て
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
他
方
で
は
、
第
五
条
第
三
項
で
、
特
定
の
属
性
ゆ
え
に
弱
者
と
判
断
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
は
別
の
基
準
が
妥
当
す
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
消
費
者
基
準
は
、
前
加
理
由
（
１８
）
に
よ
れ
ば
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
法
に
従
い
つ
つ
、
社
会
的
、
文
化
的
、
言
語
的
要

素
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
統
計
的
な
も
の
で
は
な
く
、
加
盟
国
裁
判
所
独
自
の
裁
量
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
二
つ
の
不
公
正
取

引
手
段
は
そ
れ
ぞ
れ
六
、
七
条
と
八
、
九
条
で
一
般
条
項
的
に
定
義
さ
れ
る
が
、
他
方
で
は
、
付
録
�
に
お
い
て
、
評
価
を
加
え
ず
に

ＥＵ契約法と消費者保護

（阪大法学）５５（２―３１５）５８１〔２００５．８〕



84/450/EEC misleading advertising

85/374/EEC liability for defective products

＊85/577/ECC contracts negotiated away from business premises

87/102/EEC consumer credit

＊90/314/EEC package travel, package holidays and package tours

＊93/13/EEC unfair terms in consumer contracts

＊94/47/EC contracts relating to the purchase of the right to use immovable

properties on a timeshare basis

97/5/EC cross-border credit transfers

＊97/7/EC distance contracts

97/55/EC amending Directive 84/450/EEC concerning misleading

advertising so as to include comparative advertising

＊98/6/EC indication of the prices of products offered to consumers

＊98/27/EC injunctions for the protection of consumers’ interests

＊1999/44/EC sale of consumer goods and associated guarantees

1999/93/EC electronic signature

2000/31/EC electronic commerce

2000/35/EC late payment in commercial transactions

2002/65/EC distance marketing of consumer financial services

2005/29/EC Unfair Commercial Practices

＊印は２００４年通知が言及するものを指す

表―３

資 料

（阪大法学）５５（２―３１６）５８２〔２００５．８〕



直
ち
に
不
公
正
と
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
列
挙
さ
れ
る
。
第
一
一
条
に
よ
り
、
事
業
者
を
含
め
た
、
人
ま
た
は
組
織

が
、
当
該
不
公
正
取
引
手
段
の
実
行
継
続
停
止
な
い
し
事
前
差
止
を
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
的
対
応
を
加
盟
国
は
す
る

必
要
が
あ
る
。

表
―
３
に
主
要
な
消
費
者
保
護
関
連
の
指
令
を
列
挙
す
る
。

消
費
者
保
護
に
関
す
る
指
令
は
、
大
別
す
る
と
、
不
正
な
あ
る
い
は
誤
認
を
招
く
広
告
か
ら
の
保
護
の
部
分
と
、
消
費
者
契
約
法
に

対
応
す
る
部
分
に
分
け
ら
れ（
７
）

る
。
今
回
紹
介
し
た
二
点
の
資
料
は
こ
の
二
つ
の
部
分
の
動
き
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
前
者
は
、

不
公
正
取
引
手
段
指
令
の
成
立
経
緯
に
お
い
て
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
競
争
法
な
い
し
経
済
法
の
分
野
と
密
接
に
関
連
す
る
。
域
内
市

場
統
合
の
手
段
と
し
て
消
費
者
保
護
を
う
た
う
指
令
が
多
く
立
法
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
が
作
り
出
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
消
費
者
保
護
法

は
各
加
盟
国
の
消
費
者
保
護
法
と
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
、
両
者
は
異
質
な
も
の
と
し
て
棲
み
分
け
ら
れ
る
の
か
、
重

畳
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
に
お
い
て
か
、
と
い
う
問
が
出
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
欧
州
連
合
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
態
度
決
定
を
す

る
の
か
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
消
費
者
法
を
核
心
で
は
経
済
法
で
あ
る
と
と
ら
え
、
弱
者
保
護
に

も
目
配
り
す
る
加
盟
国
の
消
費
者
法
と
対
比
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
消
費
者
契
約
法
を
競
争
法
の
支
配
下
の
も
と
で
の
競
争
的
契
約
法
と
と

ら
え
る
見（
８
）

解
が
参
考
と
な
ろ
う
。
不
公
正
取
引
手
段
指
令
が
採
用
す
る
平
均
的
消
費
者
概
念
な
い
し
そ
の
多
層
性
や
、
完
全
調
和
ア
プ

ロ
ー
チ
の
立
場
な
ど
に
構
造
理
解
の
糸
口
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

付

（
９
）

録

�

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
へ
の
通
知
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
一
日

C
O

M
(2004)651

fin
al

ＥＵ契約法と消費者保護

（阪大法学）５５（２―３１７）５８３〔２００５．８〕



「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
と
獲
得
さ
れ
た
も
の(acqu

is)

の
改
訂：

進
む
べ
き
道
」

１

序
こ
の
通
知
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
、
加
盟
国
、
利
害
関
係
者
の
反
応
を
考
慮
し
た
、
二
〇
〇
三
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
記
載
す
る
。
現
在
と
将
来
の
ア
キ
の
一
貫
性
を
改
善
す
る
た
め
に
、
共
通
準
拠
枠
組(C

om
m

on

F
ram

e
of

R
eferen

ce,C
F

R
)

を
ど
の
よ
う
に
開
発
す
る
か
を
概
説
し
、
消
費
者
政
策
戦
略
二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
六
に
対
応
し
て
、

消
費
者
保
護
に
関
連
す
る
ア
キ
に
つ
い
て
の
特
別
な
プ
ラ
ン
を
述
べ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
一
般
取
引
約
款
の
促
進
に
関
す
る
計

画
さ
れ
た
活
動
に
つ
い
て
も
述
べ
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
継
続
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
。

欧
州
議
会
と
理
事
会
は
、
前
記
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
歓
迎
す
る
決
議
の
な
か
で
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
を
、
と
り
わ
け
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の

作
成
に
際
し
て
、
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
欧
州
議
会
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
関
し
て
、
二
〇
〇
六
年
末
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
迅
速
に

導
入
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
理
事
会
も
、
共
同
体
法
や
国
内
法
の
規
定
を
尊
重
し
た
上
で
の
当
事
者
に
よ
り
開
発
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
規
模
で

の
一
般
取
引
約
款
の
有
用
性
を
承
認
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
さ
ら
な
る
考
察

を
進
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

現
在
、
打
診
に
対
し
て
一
二
二
の
回
答
が
受
領
さ
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
作
成
者
の
同
意
の
下
に
、
回
答
と
そ
の
要
約
を

公
表
し
た
。
利
害
関
係
者
の
参
加
を
確
保
す
る
た
め
に
、
契
約
法
に
関
す
る
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
二
〇
〇
三
年
六
月
に
組
織
さ

れ
た
。
別
に
、
一
般
取
引
約
款
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
二
〇
〇
四
年
の
一
月
に
組
織
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
欧
州
議
会

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
会
議
が
二
〇
〇
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
。

資 料

（阪大法学）５５（２―３１８）５８４〔２００５．８〕



２

進
む
べ
き
道

２
・
１

現
在
と
将
来
の
ア
キ
の
改
良
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
措
置
�
）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
回
答
者
は
契
約
法
の
領
域
で
の
ア
キ
の
質
と
一
貫
性
を
改
善
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
支
持
し
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
こ

の
目
的
の
た
め
に
寄
与
し
う
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
甚
大
な
支
持
に
照
ら
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
作
成
を
追
求

す
る
こ
と
と
す
る
。

２
・
１
・
１

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
主
た
る
役
割

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
ア
キ
が
有
す
る
問
題
の
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
特
定
し
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る：

・
指
令
の
中
で
定
義
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
広
く
定
義
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
、
法
律
用
語
の
使
用

・
指
令
の
適
用
が
実
際
の
問
題
を
解
決
し
な
い
領
域

・
消
費
者
保
護
指
令
に
お
け
る
最
小
限
調
和
原
則
の
利
用
か
ら
由
来
す
る
、
転
換
さ
れ
た
国
内
法
相
互
の
相
違

・
Ｅ
Ｃ
契
約
法
立
法
に
お
け
る
非
一
貫
性

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
取
り
組
む
た
め
に
既
存
の
指
令
を
修
正
す
る
必
要
に
関
し
、
ポ
リ
シ
ー
の
選
択
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
修
正
が
必
要
と
考
え
る
場
合
、
契
約
法
の
領
域
に
お
け
る
、
既
存
の
ア
キ
の
質
と
一
貫
性
の
改
良
の
た
め
の
提
案

と
将
来
の
法
的
手
段
を
提
示
す
る
際
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
道
具
箱
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
ア
キ
を
単
純
化
す

る
目
的
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
Ｅ
Ｃ
ア
キ
や
加
盟
国
の
法
秩
序
で
見
い
だ
さ
れ
た
最
善
の
解
決
に
依
拠
し
つ
つ
、
法
律

用
語
の
明
確
な
定
義
、
基
本
原
則
、
一
貫
し
た
契
約
法
の
モ
デ
ル
ル
ー
ル
を
提
供
す
る
。

ＥＵ契約法と消費者保護
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例：

消
費
者
ア
キ
の
再
検
討

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
重
要
な
目
的
は
、
消
費
者
保
護
の
高
度
の
共
通
レ
ベ
ル
、
域
内
市
場
障
害
の
除
去
、
規
制
の
単
純
化
を
通
し
て
、

域
内
市
場
に
お
け
る
消
費
者
と
事
業
者
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。
八
つ
の
消
費
者
指（
１０
）

令
が
、
と
り
わ
け
そ
れ
ら
が
含
む
「
最
小

限
調
和
」
に
照
ら
し
、
そ
れ
ら
が
上
記
の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
再
検
討
さ
れ
る
。

こ
の
再
検
討
は
、
現
在
の
指
令
が
、
い
か
な
る
程
度
、
全
体
と
し
て
ま
た
は
個
別
に
、
実
際
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
消
費
者
保
護
と
域
内

市
場
の
諸
目
的
を
か
な
え
て
い
る
か
を
評
価
す
る
。
そ
れ
は
、
単
に
そ
れ
ら
の
指
令
自
体
を
調
べ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
適

用
さ
れ
る
方
法
、
そ
れ
ら
が
機
能
す
る
市
場
を
調
べ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
す
な
わ
ち
、
転
換
さ
れ
た
国
内
法
、
判
例
、
自
己
規
律
、

執
行
、
実
際
の
遵
守
の
レ
ベ
ル
、
取
引
慣
行
、
技
術
、
消
費
者
の
期
待
の
発
達
）。

特
に
、
再
検
討
は
以
下
の
問
題
を
検
討
す
る：

・
指
令
で
要
求
さ
れ
て
い
る
消
費
者
保
護
の
レ
ベ
ル
は
、
消
費
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
に
十
分
な
ほ
ど
高
い
か
？

・
調
和
の
レ
ベ
ル
は
、
事
業
や
消
費
者
に
と
っ
て
、
域
内
市
場
の
障
害
や
競
争
の
ゆ
が
み
を
除
去
す
る
に
十
分
か
？

・
規
制
の
レ
ベ
ル
は
、
事
業
へ
の
負
担
を
最
小
限
と
し
、
競
争
を
促
進
し
て
い
る
か
？

・
指
令
は
有
効
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
？

・
全
体
と
し
て
、
八
つ
の
指
令
の
間
に
、
重
大
な
齟
齬
、
矛
盾
、
ま
た
は
重
複
が
な
い
か
？

・
指
令
の
う
ち
ど
れ
に
、
改
正
の
た
め
の
最
優
先
順
位
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
？

ま
た
、
以
下
の
特
定
の
問
題
が
生
ず
る：

・
指
令
の
適
用
範
囲
は
正
し
い
か
？
契
約
締
結
段
階
の
情
報
提
供
要
件
は
適
切
か
？

・
訪
問
販
売
、
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
遠
隔
販
売
の
各
指
令
に
お
け
る
撤
回
期
間
の
存
続
と
態
様
は
両
方
の
点
で
完
全
に
調
和

資 料
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さ
れ
、
標
準
化
さ
れ
る
べ
き
か
？

・
消
費
者
契
約
法
は
さ
ら
に
調
和
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
？

・
指
令
間
の
矛
盾
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
指
令
の
若
干
を
合
併
さ
せ
る
余
地
は
あ
る
か
？

消
費
者
ア
キ
を
再
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
若
干
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る：

・
国
内
立
法
と
判
例
を
含
め
、
ア
キ
の
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
た
指
令
の
国
内
法
化
の
比
較

分
析
を
提
供
す
る
。

・
ア
キ
の
国
内
法
化
に
関
す
る
情
報
交
換
と
議
論
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
行
動
す
る
、
加
盟
国
の
専
門
家
か
ら
な
る
常
置
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
。

・
価
格
表
示
、
遠
隔
販
売
、
消
費
財
販
売
、
差
止
の
各
指
令
の
国
内
法
化
レ
ポ
ー
ト
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
ま
た
利
害
関
係
者
に
打

診
し
、
し
か
る
べ
き
セ
ミ
ナ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

上
記
の
計
画
と
レ
ポ
ー
ト
を
考
慮
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
既
存
の
指
令
改
正
の
た
め
の
提
案
の
必
要
性
を
考
え
る
。
こ
の
診
断
フ

ェ
ー
ズ
は
、
二
〇
〇
六
年
末
ま
で
に
完
了
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
い
か
な
る
提
案
も
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
作
成
作
業
に
お
い
て
し
か
る
べ

く
考
慮
さ
れ
、
し
か
る
べ
き
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
に
よ
り
と
も
な
わ
れ
る
。

理
事
会
と
欧
州
議
会
が
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
案
に
対
す
る
修
正
を
上
程
す
る
際
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
利
用
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
の
高
い
質
を
達
成
す
る
と
い
う
共
有
化
さ
れ
た
目
的
、
Ｅ
Ｕ
立
法
の
単
純
さ
、
明
確
さ
、
一
貫
性
を
促

進
す
る
と
い
う
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
の
約
束
、
と
一
致
す
る
。
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２
・
１
・
２

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
他
の
あ
り
う
る
役
割

加
盟
国
の
立
法
者
は
契
約
法
の
領
域
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
立
法
に
転
換
す
る
際
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
共
同
体
レ
ベ
ル
で
は
規
制
さ
れ
て
い
な
い
契
約
法
の
領
域
に
関
す
る
立
法
を
制
定
す
る
際
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
頼
る
こ
と
も
で
き
る
。

欧
州
議
会
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
別
の
役
割
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
仲
裁
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仲
裁
人
は
契
約
当
事
者
間
に

生
じ
て
い
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
偏
見
の
な
い
公
平
な
解
決
を
見
い
だ
す
た
め
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
参
照
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。

Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
ま
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
別
の
手
段
を
開
発
す
る
際
に
も
あ
る
役
割
を
果
た
し
う
る
。
例
え
ば
、
欧
州

議
会
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
法
律
実
務
家
が
利
用
で
き
る
一
連
の
一
般
取
引
約
款
に
展
開
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
措
置
�
を
実
現
す
る
に
際
し
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
で
き
る
だ
け
広
く
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
点
で
同
意
す
る
。

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
開
発
の
基
礎
と
し
て
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
さ
ら
に
、
契
約
当
事
者
は
相
手
方
と
締
結
す
る
契
約
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
合
体
さ
せ
う
る
と
い
う
示
唆
を
検
討
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
適
用
可
能
な
国
内
法
に
加
え
、
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ま
た
、
そ
の
他
の
団
体
や
組
織
が
第
三
者

と
契
約
を
締
結
す
る
際
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
利
用
す
る
よ
う
奨
励
す
る
。

最
後
に
、
Ｅ
Ｃ
ア
キ
と
加
盟
国
の
契
約
法
に
共
通
な
も
の
と
し
て
確
認
さ
れ
た
最
善
の
解
決
に
も
と
づ
く
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
が
契

約
法
ア
キ
を
解
釈
す
る
際
に
、
刺
激
を
与
え
う
る
。

２
・
１
・
３

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
法
的
性
質

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
対
す
る
回
答
者
の
若
干
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
法
的
性
質
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
提
案
さ
れ
た
考
え
は
、
理
事

会
と
欧
州
議
会
に
よ
り
採
択
さ
れ
る
拘
束
的
立
法
か
ら
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
採
択
さ
れ
る
非
拘
束
的
手
段
に
亘
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
現
時
点
で
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
非
拘
束
的
手
段
と
考
え
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
作
成
す
る
際
に
す
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べ
て
の
利
害
関
係
者
に
広
く
打
診
す
る
。
そ
の
文
脈
で
、
こ
の
問
題
は
再
度
提
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
・
２

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
約
款
使
用
の
促
進
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
措
置
�
）

２
・
２
・
１

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
示
唆

第
二
の
措
置
は
、
単
な
る
一
国
の
法
秩
序
よ
り
は
、
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
当
事
者
に
よ
る
一
般
取
引
約
款(S

tan
dard

T
erm

s
an

d

C
on

dition
s)

の
開
発
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
。
現
在
、
契
約
当
事
者
は
契
約
法
や
そ
の
他
の
領
域
の
法
（
例
、
不
法
行
為
法
の
相
違

は
責
任
問
題
に
関
し
異
な
っ
た
契
約
条
項
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
に
お
け
る
加
盟
国
の
強
行
規
定
が
異
な
っ
て
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
、
異
な
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｃ
セ
ッ
ト
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
契
約
で
も
同
様
に
対

処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
、
Ｅ
Ｕ
規
模
の
成
功
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
若
干
例
が
存
在
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
単
一
国
家
向
け
Ｓ
Ｔ
Ｃ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
場
合
に
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
解
決
が
用
い
う
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
か
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
規
模
の
解
決
の
有
用
性
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
す
で
に
存
在
す
る
可

能
性
の
認
識
を
高
め
る
た
め
の
包
括
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
示
唆
し
た
。

２
・
２
・
２

利
害
関
係
者
な
ど
か
ら
の
反
応

若
干
の
回
答
者
は
示
唆
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
歓
迎
し
た
が
、
他
の
回
答
者
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
自
ら
Ｓ
Ｔ
Ｃ
を
作
成
す
る
つ
も
り

で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
領
域
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
関
与
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
図

で
は
な
い：

Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
内
容
は
、
市
場
の
参
加
者
が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
か
否
か
の
決
定
も
ま
た
経
済
的
ア
ク

タ
ー
が
な
す
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
た
だ
、
促
進
者
か
つ
「
誠
実
な
仲
介
者
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
内
容
に
干
渉
す
る
こ
と

な
く
利
害
関
係
者
を
ま
と
め
る
こ
と
の
み
を
意
図
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
一
九
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
さ
ら
に
探
求
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
焦
点
は
、
事
業
者

ＥＵ契約法と消費者保護
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間
（
Ｂ
２
Ｂ
）
な
ら
び
に
事
業
者
と
政
府
の
間
（
Ｂ
２
Ｇ
）
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
で
あ
っ
た
。
以
下
の
二
つ
の
主
要
な
結
論
が
得

ら
れ
た：

第
一
に
、
若
干
の
法
的
行
政
的
障
害
が
あ
る
領
域
で
は
残
る
と
し
て
も
、
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
は
少
な
か
ら
ざ
る
場
合
に
成
功
裏

に
利
用
で
き
る
こ
と
が
一
般
的
に
合
意
さ
れ
た
。
最
も
は
な
は
だ
し
い
障
害
の
一
覧
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
利
害
関
係
者
の
助

け
を
得
て
、
作
成
さ
れ
る
。

第
二
に
、
既
存
の
可
能
性
を
よ
り
周
知
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
、
成
功
裏
に
利
用
さ
れ
て

い
る
Ｅ
Ｕ
規
模
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
例
を
系
統
立
て
て
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
る
周
知
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

２
・
２
・
３

ア
ク
シ
ョ
ン：
Ｅ
Ｕ
規
模
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
開
発
と
利
用
を
促
進
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

こ
れ
ら
の
回
答
に
照
ら
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
既
存
の
可
能
性
を
よ
り
周
知
さ
せ
る
こ
と
か
ら
の
利
益
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｂ
２
Ｂ
と
Ｂ
２
Ｇ
に
関
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ
に
焦
点
を
当
て
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
評
価
に
照
ら
し
、
さ
ら
な
る
手
段
が
提
案
さ
れ
、
こ
の
作
業
を
拡
張
す
る
た
め
の
考
慮
が
な
さ
れ
よ
う
。

２
・
２
・
３
・
１

す
で
に
存
在
し
て
い
る
そ
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
、
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
交
換
の
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
市
場
参
加
者
が
目
下
用
い
て
い
る
な
い
し
は
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
に
関
す
る
情
報

交
換
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。
情
報
は
、
投
稿
す
る
当
事
者
の
責
任
に
お
い
て
公
表
さ
れ
る
。
公
表
は
、
当
該
Ｓ
Ｔ
Ｃ

の
法
的
ま
た
は
取
引
の
有
効
性
の
承
認
を
意
味
し
な
い
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
が
必
要
と
す
る
情
報
、
組
織
が
当

該
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
情
報
に
つ
き
、
利
害
関
係
者
に
打
診
す
る
。

こ
の
情
報
は
、
当
事
者
に
、
す
で
に
先
行
す
る
人
々
の
間
違
い
を
回
避
し
、
成
功
を
繰
り
返
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
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ン
は
従
っ
て
一
連
の
「
最
善
の
慣
行
」
を
自
ら
定
義
す
る
意
図
は
な
い
。

２
・
２
・
３
・
２

競
争
ル
ー
ル
と
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
と
の
関
係
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
現
段
階
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
開
発
と
利
用
に
関
す
る
別
個
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
す
る
意
図
は
な
い
。
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
一
般
的
に
、
共
通
市
場
に
お
け
る
経
済
的
相
互
浸
透
を
促
進
し
、
新
し
い
市
場
と
改
善
さ
れ
た

供
給
条
件
の
開
発
を
奨
励
す
る
よ
う
な
合
意
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
規
模
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ

の
開
発
と
利
用
に
関
す
る
合
意
は
一
般
的
に
は
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
こ
と
に
関

す
る
合
意
あ
る
い
は
協
調
行
動
は
競
争
ル
ー
ル
と
調
和
し
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
水
平
的
協
調
合
意
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
条
約
八
一
条
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」、
と
り
わ
け
標
準
化
合
意
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
規
定
す
る
第
六
節
を
喚
起
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
に
関
す
る
合
意
に

特
有
の
も
の
で
は
な
い
が
、
当
事
者
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｃ
利
用
に
関
し
て
合
意
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
問
題
を
回
避
す
る
た
め
の
指
針
を
得
る

た
め
に
利
用
で
き
よ
う
。

２
・
２
・
３
・
３

Ｅ
Ｕ
規
模
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
に
際
し
て
の
立
法
上
の
障
害
を
特
定
す
る
こ
と

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
利
害
関
係
者
と
と
も
に
、
加
盟
国
に
Ｅ
Ｕ
規
模
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
に
対
す
る
立
法
上
の
障
害
が
存
在
す
る
か
、
す
る
と

し
て
い
か
な
る
も
の
か
を
、
必
要
と
な
る
か
ぎ
り
で
そ
れ
ら
を
除
去
す
る
意
図
の
も
と
に
、
検
討
す
る
。
除
去
は
、
当
該
加
盟
国
の
自

発
的
ア
ク
シ
ョ
ン
、
そ
れ
が
Ｅ
Ｕ
法
を
侵
害
す
る
か
ぎ
り
で
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
侵
害
是
正
要
求
手
続
、
あ
る
い
は
立
法
措
置
の
よ

う
な
、
そ
の
他
の
Ｅ
Ｕ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
う
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ま
ず
利
害
関
係
者
に
対
す
る
打
診
の
の
ち
に
、
市
場
参
加
者
に
と
っ
て
重
要
な
点
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
、

内
容
と
構
造
に
関
す
る
一
覧
を
作
成
す
る
。

ＥＵ契約法と消費者保護
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２
・
３

分
野
を
限
定
し
な
い
特
殊
措
置
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
に
お
け
る
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
措
置
�
）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
と
り
わ
け
、
現
段
階
で
は
従
来
と
っ
て
き
た
分
野
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
放
棄

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
存
在
し
な
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
よ
う
な
、
分
野
特
有
で
は
な
い
法
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
分
野
で
の
問
題
解
決
に
必
要
で
は
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
た
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
開
発
作
業
、
な
ら
び
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
か
よ
う
な
立
法
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
の
利
害
関
係
者
の
好
み
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
考
慮
す
る
作
業
と
並
行
し
つ
つ
、
継
続
す
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
と
、

と
り
わ
け
利
害
関
係
者
へ
の
打
診
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
は
ず
で
あ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
か
よ
う
な
手
段
の
適
切
さ
に
関
す
る
情
報
交
換
の
特
別
な
機
会
を
設
け
る
。
か
よ
う
な
考
慮
の
あ
り
う
る
結
果

に
つ
い
て
予
測
す
る
に
は
機
は
熟
し
て
い
な
い
が
、
加
盟
国
の
契
約
法
を
調
和
さ
せ
る
よ
う
な
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
」
を
提
案
す
る

こ
と
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
図
で
は
な
く
、
ま
た
か
よ
う
な
考
慮
が
、
柔
軟
か
つ
有
効
な
解
決
を
基
礎
に
自
由
な
流
通
を
促
進
す
る
こ

と
に
対
す
る
現
在
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
問
題
と
す
る
も
の
と
理
解
さ
る
べ
き
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

立
法
の
必
要
に
関
す
る
考
察
の
た
め
の
若
干
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
対
す
る
回
答
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
自
身
の

考
慮
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
消
費
者
契
約
と
事
業
者
間
契
約
な
い
し
事
業
者
と
公
的
機
関
と
の
契
約
、
の
間
の
相
違
を
考

慮
す
る
必
要
、
Ｅ
Ｕ
規
模
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
を
含
め
た
他
の
解
決
が
す
で
に
十
分
な
解
決
を
提
供
し
て
い
る
程
度
、
加
盟
国
に
お
け
る
異
な

る
法
的
、
行
政
上
の
文
化
を
尊
重
す
る
必
要
を
含
む
。
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
、
こ
の
手
段
の
適
切
性
に
関
す
る
将
来
の
議
論
の

間
、
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
若
干
は
、
付
録
�
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
解
決
を
必
要
と
す
る
問
題
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
解
決
の
性
質
と
内
容
を

決
定
す
る
た
め
に
、
拡
大
さ
れ
た
影
響
評
価
を
開
始
す
る
。
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３

共
通
準
拠
枠
組
の
作
成
準
備
と
作
成

３
・
１

Ｅ
Ｕ
機
関
、
加
盟
国
、
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
調
査
と
参
加

３
・
１
・
１

概
観

Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
高
品
質
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
研
究
と
技
術
開
発
の
た
め
の
第
六
次
枠
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

も
と
で
、
三
年
継
続
の
研
究
に
資
金
援
助
す
る
。
研
究
の
提
案
は
評
価
さ
れ
、
作
業
は
ま
も
な
く
開
始
す
る
。

二
〇
〇
七
年
ま
で
に
、
研
究
者
は
最
終
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
作
成
の
た

め
に
必
要
な
す
べ
て
の
要
素
を
提
供
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
研
究
者
が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
目
的
に

適
合
す
る
と
考
え
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
を
含
む
。

３
・
１
・
２

利
害
関
係
者
の
参
加

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
対
す
る
す
べ
て
の
回
答
者
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
利
害
関
係
者
の
参
加
が
最
も
重

要
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
四
月
の
欧
州
議
会
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
合
同
会
議
に
お
い
て
、
有
効
な
参
加
と
な
る
た
め
の
四
つ
の
主
要
基
準
が
提
案

さ
れ
支
持
さ
れ
た：

法
的
伝
統
の
多
様
性：

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
異
な
る
法
的
伝
統
の
範
囲
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と

経
済
的
利
益
の
バ
ラ
ン
ス：

中
小
企
業
か
ら
多
国
籍
企
業
に
至
る
ま
で
の
多
様
な
経
済
分
野
の
事
業
利
益
や
消
費
者
、
法
曹
実
務
家

の
利
益
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と

か
か
わ
り：

利
害
関
係
者
は
継
続
的
で
意
味
あ
る
意
見
を
提
供
で
き
る
た
め
に
、
実
質
的
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
す
べ
き
こ
と

技
術
的
専
門：

研
究
者
に
詳
細
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
吟
味
を
提
供
す
る
こ
と

ＥＵ契約法と消費者保護
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こ
れ
ら
の
基
準
は
、
以
下
で
示
さ
れ
る
構
造
を
確
立
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
。
第
一
段
階
で
の
構
造
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
研
究
者

と
の
間
の
合
意
の
一
部
を
形
成
す
る：

第
一
段
階：

技
術
的
イ
ン
プ
ッ
ト

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
研
究
者
の
準
備
作
業
に
、
継
続
的
か
つ
詳
細
な
寄
与
が
で
き
る
よ
う
な
、
利
害
関
係
者
の
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
設
け
る
。

利
害
関
係
者
に
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
実
際
の
問
題
を
特
定
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
研
究
の
す
べ

て
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
定
期
的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
組
織
さ
れ
る
。
個
々
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
き
、
利
害
関
係
者
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
作

業
の
進
展
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
置
か
れ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主
題
は
特
定
さ
れ
、
個
々
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
参
加
者
数
は
効
率
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
制
限
さ
れ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
研
究
者
、
利
害
関
係
専
門
家
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
加
盟
国
専
門
家
、
欧
州
議
会
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
、
専
用
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
よ
り
支
援
さ
れ
る
。
草
稿
は
、
研
究
の
進
展
や
、
利
害
関
係
者
の
コ
メ
ン
ト
に
応
じ
て
、
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
更
新
さ
れ
る
。

異
な
る
側
面
を
ど
う
分
割
す
る
か
に
つ
い
て
の
決
定
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
研
究
者
と
利
害
関
係
者
が
明
確
で
共
有
さ
れ
た
プ
ロ

セ
ス
理
解
を
持
つ
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
技
術
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
研
究
者
と
利
害
関

係
者
を
含
む
ス
テ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
、
イ
ン
プ
ッ
ト
全
体
の
調
整
の
た
め
の
仕
組
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
段
階：

政
治
的
考
慮
と
再
検
討

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
以
下
の
こ
と
を
行
う：

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
欧
州
議
会
と
理
事
会
に
進
展
に
つ
き
定
期
的
な
最
新
情
報
を
提
供
す
る
。

資 料
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欧
州
議
会
と
加
盟
国
を
含
む
ハ
イ
レ
ベ
ル
行
事
を
組
織
す
る
。

加
盟
国
の
専
門
家
が
進
展
に
つ
き
情
報
を
得
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
、
彼
ら
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組

織
す
る
。

さ
ら
に
、
二
つ
の
段
階
は
、
よ
り
広
い
文
脈
で
議
論
で
き
る
よ
う
に
、
定
期
的
に
一
つ
の
議
論
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

３
・
１
・
３

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
あ
り
う
る
構
造
と
内
容

Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
準
備
す
る
研
究
は
加
盟
国
の
契
約
法
（
判
例
法
と
確
立
し
た
実
務
）、
Ｅ
Ｃ
ア
キ
な
ら
び
に
重
要
な
国
際
的
な
法
文
書
、

と
り
わ
け
一
九
八
〇
年
の
国
際
動
産
売
買
の
た
め
の
契
約
に
関
す
る
国
連
条
約
を
考
慮
し
つ
つ
、
最
善
の
解
決
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
る
。
他
の
既
存
の
法
文
書
も
重
要
で
あ
り
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
Ｅ
Ｕ
特
有
の
要
請
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
し
つ
つ
、
考
慮
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
た
め
に
構
想
さ
れ
る
構
造
（
あ
り
う
る
一
例
は
付
録
�
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
）
は
、
ま
ず
、
契
約
法
の
共
通
の
基

礎
的
原
理
を
、
い
か
な
る
場
合
に
こ
の
原
理
の
例
外
が
必
要
と
な
る
か
の
手
引
き
も
含
め
、
規
定
す
る
。
第
二
に
、
こ
の
基
礎
的
原
理

は
、
キ
ー
概
念
の
定
義
に
よ
り
補
助
さ
れ
る
。
第
三
に
、
こ
れ
ら
の
原
理
と
定
義
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
本
体
を
形
作
る
と
こ
ろ
の
、
モ
デ
ル

ル
ー
ル
に
よ
り
完
成
さ
れ
る
。
事
業
者
間
あ
る
い
は
私
人
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
に
適
用
さ
れ
る
モ
デ
ル
ル
ー
ル
と
事
業
者
消
費
者
間

で
締
結
さ
れ
る
契
約
に
適
用
さ
れ
る
そ
れ
と
の
相
違
も
規
定
で
き
よ
う
。

若
干
の
回
答
者
は
、
彼
ら
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
含
め
る
べ
き
領
域
を
特
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
一
定
の
契
約
タ
イ

プ
な
い
し
一
定
の
契
約
当
事
者
タ
イ
プ
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
一
般
的
概
念
で
あ
っ
た
。
ど
の
領
域
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
か
を
決
定
す

る
第
一
次
基
準
は
、
ア
キ
の
一
貫
性
を
高
め
る
と
い
う
見
地
か
ら
の
有
用
性
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
特
に
言
及
さ
れ
た
二
つ
の
タ
イ
プ
の
契
約
は
、
消
費
者
契
約
と
保
険
契
約
で
あ
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
作
成

準
備
作
業
が
こ
の
二
つ
の
領
域
に
と
り
わ
け
注
意
を
払
う
こ
と
を
期
待
す
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
カ
バ
ー
す
べ
き
も
の
と
し
て
特
に
言
及
さ
れ
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た
別
の
領
域
は
、
売
買
契
約
、
サ
ー
ビ
ス
契
約
、
動
産
所
有
権
留
保
条
項
、
動
産
譲
渡
担
保
条
項
で
あ
る
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ま
た
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
求
め
に
応
じ
て
開
始
さ
れ
た
、
契
約
法
と
不
法
行
為
法
の
相
互
作
用
の
相
違
、
契

約
法
と
物
権
法
の
相
互
作
用
の
相
違
か
ら
問
題
が
生
じ
な
い
か
を
検
討
す
る
研
究
を
考
慮
し
た
。
こ
の
研
究
に
従
い
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
加
盟
国
に
お
け
る
契
約
法
と
不
法
行
為
の
相
互
作
用
に
お
け
る
相
違
か
ら
生
ず
る
感
知
で
き
る
程
度
の
問
題
は
存
在
し
な
い
と
判

断
し
た
。
よ
り
重
要
な
問
題
が
加
盟
国
の
契
約
法
と
物
権
法
の
相
互
作
用
の
相
違
か
ら
生
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
準
備
作

業
は
、
現
在
と
将
来
の
ア
キ
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
方
法
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

３
・
２

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
共
通
準
拠
枠
組
の
作
成

３
・
２
・
１

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
諸
目
的
と
の
適
合
性

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
研
究
者
の
最
終
報
告
書
に
拘
束
さ
れ
ず
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
れ
ば
、

そ
の
修
正
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。

３
・
２
・
２

実
用
性
テ
ス
ト

研
究
者
の
最
終
報
告
書
の
評
価
に
お
い
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
稿
が
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
予
期
さ
れ
る
利
用
の
た
め
の
具
体
的

例
に
も
と
づ
き
、
実
用
性
テ
ス
ト
に
服
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
一
に
、
こ
の
作
業
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
稿
が
ア
キ
の
改
良
、
立
法
の
準
備
と
い
う
利
用
に
適
す
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
含
む
。
既
存
の
指

令
を
改
正
す
る
提
案
に
お
い
て
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
利
用
す
る
こ
と
も
含
み
う
る
。

例
え
ば
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
、
消
費
者
法
ア
キ
を
再
検
討
す
る
プ
ラ
ン
の
文
脈
に
お
い
て
、
ま
た
、
商
取
引
に
お
け
る
支
払
遅
延
に

対
処
す
る2000/35/E

C

指
令
の
再
検
討
か
ら
生
ず
る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
な
さ
れ
う
る
。

そ
れ
ら
で
得
ら
れ
た
教
訓
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
最
終
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
採
択
す
る
ま
で
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
一
体
化
さ
れ
る
。
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第
二
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
稿
は
、
他
の
諸
機
関
に
よ
り
、
試
行
的
に
利
用
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
加
盟
国
に
、
既
存
の
立
法
を
例
に
と

り
、
草
稿
を
利
用
し
て
そ
の
国
内
法
化
を
検
討
し
、
草
稿
が
そ
の
作
業
に
ど
の
程
度
役
だ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
含
み
う
る
。
Ｃ

Ｆ
Ｒ
草
稿
の
、
措
置
�
、
措
置
�
に
お
け
る
利
用
適
合
性
も
、
ま
た
具
体
例
を
用
い
つ
つ
、
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
、

国
際
仲
裁
に
お
け
る
、
ま
た
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
自
身
の
契
約
関
係
に
お
け
る
、
道
具
と
し
て
の
適
合
性
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
も
探
求
さ
れ
る
。

３
・
２
・
３

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
も
と
づ
く
打
診

こ
の
よ
う
な
作
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
最
終
打
診
の
た
め
に
通
知
さ
れ
る
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
行
き
着
く
。
欧
州
議
会
、
理
事

会
、
加
盟
国
は
、
研
究
者
の
最
終
報
告
書
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
評
価
を
検
討
す
る
た
め
に
、
招
待
さ
れ
る
。
組
織
間
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
も
、
立
法
過
程
全
般
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
利
用
を
議
論
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
加
盟
国
の
打
診
は
、
準
備
作
業
を
追
跡
す

る
加
盟
国
専
門
家
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
継
続
さ
れ
う
る
。

次
の
段
階
は
、
利
害
関
係
者
に
寄
与
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
の
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
形
式
で
の
公
開
打
診
で
あ
る
。
こ
の
目

的
の
た
め
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
公
用
語
に
翻
訳
さ
れ
る
。
利
害
関
係
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
草
稿
に
対
し
て

コ
メ
ン
ト
す
る
少
な
く
と
も
六
ヶ
月
の
余
裕
を
有
す
る
。
こ
の
打
診
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
慮
を
可
能
に
し
、
最

終
版
が
す
べ
て
の
言
語
に
お
い
て
十
分
相
互
に
対
応
し
、
明
確
に
理
解
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
各
国
版
の
相
違
に
対

処
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

３
・
２
・
４

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
採
択

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
採
択
は
二
〇
〇
九
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
公
式
雑
誌
も
含
め
、
広
く
公
開
さ
れ
、

必
要
な
か
ぎ
り
で
再
検
討
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
改
訂
の
仕
組
み
が
規
定
さ
れ
る
。
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付

録

�

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
あ
り
う
る
構
造

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
主
要
な
目
的
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
既
存
の
ア
キ
を
再
検
討
す
る
た
め
の
提
案
な
ら
び
に
新
た
な
立
法
の
た
め
の
提
案
を

準
備
す
る
際
に
、
道
具
箱
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
以
下
の
三
部
分
に
分
割
で
き
よ
う
。
契
約
法
の

基
本
原
理
、
主
要
な
法
律
用
語
の
定
義
、
契
約
法
の
モ
デ
ル
ル
ー
ル
で
あ
る
。

第
一
章

諸
原
則

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
最
初
の
部
分
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
若
干
の
共
通
の
基
礎
原
理
と
、
限
定
さ
れ
た
状
況
、
と
り
わ
け
一
方
当
事
者
が

弱
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
適
用
可
能
な
、
こ
の
原
則
の
例
外
を
提
供
で
き
る
。

例：

契
約
自
由
の
原
則
、
例
外：

強
行
規
定
の
適
用
、
契
約
の
拘
束
力
の
原
則
、
例
外：

例
え
ば
、
撤
回
権
、
信
義
則

第
二
章

定
義

Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
第
二
の
部
分
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
法
律
用
語
の
若
干
の
定
義
を
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｃ
ア
キ
に
と
っ
て
重
要
な
場
合
に
、

提
供
で
き
る
。

例：

「
契
約
」、「
損
害
」
の
定
義
。
契
約
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
当
該
定
義
は
、
例
え
ば
、
契
約
が
い
つ
締
結
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ

る
か
に
つ
き
説
明
で
き
よ
う
。
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第
三
章

モ
デ
ル
ル
ー
ル

第
１
節

契
約

１

契
約
の
締
結：

申
込
、
承
諾
、
反
対
申
込
、
申
込
の
撤
回
、
契
約
締
結
時

２

契
約
の
方
式：

書
面
契
約
、
口
頭
契
約
、
電
子
契
約
と
電
子
署
名

３

代
理
人
の
権
限：

直
接
代
理
と
間
接
代
理

４

有
効
性：
原
始
的
無
効
、
誤
っ
た
情
報
提
供
、
詐
欺
、
強
迫

５

解
釈：

解
釈
の
一
般
原
則
、
す
べ
て
の
重
要
な
状
況
の
考
慮

６

内
容
と
効
果：

契
約
債
務
を
生
ず
る
言
明
、
黙
示
の
条
項
、
履
行
の
質
、
財
の
引
渡
債
務
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
債
務
、
履
行
の
契

約
と
の
適
合
性

第
２
節

契
約
締
結
前
の
義
務

１

締
結
前
の
義
務
の
性
質
（
強
行
法
か
否
か
）

２

締
結
前
の
情
報
提
供
義
務：

a.

一
般
・
方
式：

書
面
に
よ
る
情
報
提
供
、
明
確
か
つ
理
解
で
き
る
態
様
で
の
提
供

b.

締
結
前
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
情
報：

財
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
な
特
徴
、
価
格
、
付
加
的
費
用
、
消
費
者
の
権
利
、
電
子

契
約
に
特
有
の
情
報

c.

契
約
締
結
の
際
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
情
報：

仲
裁
を
求
め
る
権
利
に
関
す
る
情
報

d.

締
結
後
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
情
報：

情
報
の
変
更
を
通
知
す
る
義
務
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第
３
節

履
行
・
不
履
行

１

一
般
ル
ー
ル：

履
行
の
場
所
と
時
期
、
第
三
者
に
よ
る
履
行
、
引
渡
時
期
、
引
渡
の
場
所
、
履
行
費
用

２

不
履
行
と
救
済
手
段
一
般：

a.

不
履
行：

契
約
違
反
の
概
念

b.

救
済
手
段
一
般：

利
用
で
き
る
手
段
、
救
済
手
段
の
重
畳
、
救
済
手
段
を
排
除
ま
た
は
制
限
す
る
条
項

３

不
履
行
の
特
別
な
救
済
手
段：

履
行
請
求
権
、
契
約
終
了
権
（
解
除
権
）、
撤
回
権
、
代
金
減
額
権
、
補
修
請
求
権
、
代
品
請

求
権
、
損
害
賠
償
請
求
権
、
利
息
請
求
権

第
４
節

当
事
者
の
複
数

１

債
務
者
の
複
数

２

債
権
者
の
複
数

第
５
節

債
権
譲
渡

１

一
般
原
則：

一
般
的
に
譲
渡
可
能
な
契
約
債
権
、
一
部
の
譲
渡
、
譲
渡
の
方
式

２

譲
渡
人
と
譲
受
人
の
間
の
効
果：

譲
受
人
に
移
転
さ
れ
る
権
利
、
譲
渡
の
効
果
発
生
時

３

譲
受
人
と
債
務
者
の
間
の
効
果：

債
務
者
の
債
務
に
関
す
る
影
響
、
債
務
者
の
保
護

第
６
節

債
務
引
受
と
契
約
の
移
転

１

新
債
務
者
の
代
位
（
免
責
的
引
受
）：

代
位
の
、
抗
弁
と
担
保
に
関
す
る
効
果

２

契
約
の
移
転
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第
７
節

時
効

１

時
効
期
間
と
そ
の
開
始

２

期
間
の
延
長

３

期
間
の
更
新

４

時
効
の
効
果

第
８
節

売
買
契
約
の
特
則

第
９
節

保
険
契
約
の
特
則

付

録

�

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
に
関
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
―
こ
の
立
法
の
適
切
さ
に
つ
い
て
の
議
論
の
た
め
に

本
付
録
は
、
そ
の
適
切
性
に
関
す
る
議
論
の
間
考
慮
さ
れ
る
べ
き
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
に
関
す
る
若
干
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
提
示
す

る
。

１

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
一
般
的
文
脈
に
関
し
て：

既
存
の
法
的
枠
組
、
特
に
契
約
法
に
関
す
る
既
存
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
立
法
と
、
契
約
債
務
に
適
用
可
能
な
法
に
関
す
る
将
来
の
規
則
に

関
す
る
現
在
進
行
中
の
作
業
が
、
こ
の
考
察
作
業
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
キ
の
改
良
に
関
す
る
措
置
�
の
結
果
と
、
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措
置
�
の
結
果
も
考
慮
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
拡
大
さ
れ
た
影
響
評
価
が
こ
の
措
置
に
関
し
て
実
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
作
業
は
、
と
り
わ
け
、
以
下
の
問

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
採
用
決
定
の
前
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る：

い
か
な
る
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。

望
ま
し
い
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
何
が
全
般
的
な
政
策
目
的
か
。

「
何
も
変
え
な
い
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
か
ら
何
が
起
こ
る
か
。

目
的
に
対
応
す
る
た
め
の
別
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
な
い
か
。（
例
え
ば
、
別
の
タ
イ
プ
の
行
動
、
よ
り
野
心
的
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
オ

プ
シ
ョ
ン
）

補
充
性
と
比
例
性
は
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
結
び
つ
い
た
、
積
極
消
極
の
影
響
の
タ
イ
プ
―
経
済
、
社
会
、
環
境
に
関
す
る
―
と
程
度
は
何
か
、
そ

れ
ら
の
間
に
緊
張
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
は
あ
る
か
。

い
か
に
、
積
極
的
影
響
を
最
大
化
し
、
消
極
的
影
響
を
最
小
化
で
き
る
か
。
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
は
あ
る
か
。

誰
が
影
響
を
受
け
る
か
。
特
に
影
響
を
受
け
る
特
定
の
グ
ル
ー
プ
は
あ
る
か
。

Ｅ
Ｕ
の
外
に
対
す
る
影
響
は
あ
る
か
。

ど
の
よ
う
に
立
法
は
国
内
法
化
さ
れ
る
か
、
そ
の
実
施
影
響
は
ど
の
よ
う
に
監
視
、
評
価
さ
れ
る
か
。

利
害
関
係
者
の
見
解
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

資 料
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２

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
拘
束
力
に
つ
い
て

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
拘
束
力
に
つ
い
て
の
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
し

た
。
こ
の
法
は
、
契
約
当
事
者
に
よ
り
適
用
が
排
除
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
適
用
さ
れ
る
よ
う
な
一
連
の
契
約
法
ル
ー
ル
（
オ
プ
ト
ア
ウ

ト
）
か
、
法
選
択
ル
ー
ル
に
よ
り
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
純
粋
な
オ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
（
オ
プ
ト
イ
ン
）
た
り
う
る
。

後
者
は
、
当
事
者
に
、
契
約
の
自
由
を
最
も
広
く
与
え
る
。

こ
の
点
に
関
す
る
回
答
者
の
立
場
は
明
瞭
で
あ
り
、
大
多
数
は
オ
プ
ト
イ
ン
モ
デ
ル
に
賛
成
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
意
見
を
表
明
し

た
政
府
は
、
オ
プ
ト
イ
ン
モ
デ
ル
を
支
持
し
、
契
約
の
自
由
原
則
を
維
持
す
る
こ
と
に
お
い
て
こ
の
モ
デ
ル
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
た
。
事
業
者
も
こ
の
任
意
的
ス
キ
ー
ム
を
支
持
し
、
契
約
の
自
由
と
い
う
一
般
原
則
の
重
要
性
を
再
度
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
ほ

と
ん
ど
の
法
律
実
務
家
は
オ
プ
ト
イ
ン
解
決
を
要
求
し
た
。
最
後
に
、
研
究
者
の
多
数
も
こ
の
解
決
を
支
持
す
る
よ
う
に
見
え
た
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
契
約
自
由
原
則
の
重
要
性
に
関
す
る
利
害
関
係
者
の
見
解
と
同
意
見
で
あ
り
、
す
で
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、「
契
約
自
由
の
原
則
は
、
か
よ
う
な
契
約
法
立
法
の
指
導
的
原
理
の
一
つ
た
る
べ
き
で
あ
り
」、
し
た
が
っ
て
、「
か
よ
う
な

新
し
い
立
法
の
特
別
ル
ー
ル
は
、
契
約
当
事
者
に
よ
り
契
約
に
適
用
可
能
な
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
彼
ら
の
必
要
に
従

い
当
事
者
に
よ
る
調
整
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
強
調
し
て
い
た
。
契
約
自
由
の
制
限
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
に
含
ま
れ
る

若
干
の
強
行
規
定
、
と
く
に
消
費
者
保
護
を
目
的
と
す
る
規
定
、
に
関
し
て
の
み
許
容
さ
れ
る
（
下
記
４
参
照
）。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
ま
た
回
答
者
に
よ
り
示
唆
さ
れ
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
後
の
打
診
と
議
論
は
、
こ
の
方
向
に
従

い
、
か
よ
う
な
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
と
、
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
一
九
八
〇
年
の
ロ
ー
マ
条
約
と
、
ロ
ー
マ
条
約
の
共
同
体
立
法

へ
の
転
換
と
そ
の
現
代
化
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
一
月
の
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
と
の
首
尾
一
貫
性
を
考
慮
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ

の
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
方
の
回
答
者
に
よ
り
強
調
さ
れ
た
。

ＥＵ契約法と消費者保護
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
回
答
者
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
と
ロ
ー
マ
条
約(R

om
e

I)

の
後
継
者
を
調
整
す
る
と
い
う
問
題
を
さ
ら
に

考
え
る
基
礎
と
し
て
用
い
う
る
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
言
及
し
て
い
る
。
若
干
の
回
答
者
に
よ
り
持
ち
出
さ
れ
た
、
第
一
の
示
唆
は
、

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
を
国
際
統
一
法
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
統
一
法
と
し
て
採
択
さ
れ
た
立
法
の
例
と
し
て
、
国
際
動
産

売
買
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
が
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
そ
の
適
用
範
囲
規
定
を
含
み
、

R
om

e
I

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
事
項
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
に
規
定
が
な
い
契
約

法
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
、R

om
e

I

の
規
定
に
従
い
、
適
用
可
能
な
国
内
法
を
用
い
る
。
回
答
者
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
、

か
よ
う
な
一
貫
性
を
確
保
す
る
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ロ
ー
マ
条
約
の
第
二
〇
条
を
通
し
て
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
ま
た
そ
の
適
用
範
囲
条
項
を
含
み
、R

om
e

I

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
事
項
に
は
適
用
さ
れ

な
い
。
第
二
〇
条
の
調
整
が
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
利
害
関
係
者
に
よ
り
示
唆
さ
れ
た
第
三
の
可
能
性
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
を
共
同

体
立
法
と
し
て
採
択
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、R

om
e

I

に
優
先
せ
ず
、
当
事
者
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
て
、

ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
を
基
礎
に
選
択
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
は
、
適
用
範
囲
条
項
を
含
ま
ず
、
実
体
法
の
規
定
の

み
を
含
む
。
利
害
関
係
者
に
よ
り
示
唆
さ
れ
た
よ
う
に
、
第
三
条
第
一
項
は
、
当
事
者
が
オ
プ
シ
ョ
ン
法
を
自
己
の
契
約
の
準
拠
法
と

し
て
選
択
す
る
可
能
性
を
残
す
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
。
か
よ
う
な
解
釈
の
可
能
性
は
、R

om
e

I

に
お
い
て
明
確
化
で
き
よ
う
。

回
答
者
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
条
約
を
共
同
体
の
立
法
に

転
換
す
る
作
業
と
そ
の
現
代
化
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
に
関
す
る
作
業
は
、
首
尾
一
貫
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
、
オ
プ
シ

ョ
ン
法
の
妥
当
性
と
採
用
に
つ
い
て
決
断
す
る
に
は
な
お
時
期
尚
早
と
し
て
も
、
将
来
の
共
同
体
立
法
「R

om
e

I

」
が
、
そ
の
規
定

に
関
し
、
将
来
の
オ
プ
シ
ョ
ン
法
と
一
貫
し
た
組
織
化
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

資 料
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３

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
法
形
式
に
関
し
て

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
国
内
契
約
法
に
代
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
並
存

す
る
、
規
則
も
し
く
は
勧
告
と
い
う
法
形
式
を
取
り
得
る
と
示
唆
し
た
。

上
で
見
た
よ
う
に
、
回
答
者
の
大
多
数
は
、
オ
プ
ト
イ
ン
立
法
の
選
択
を
表
明
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
う
な
ら
ば
、
規
則
に

多
く
の
支
持
が
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
者
の
回
答
の
若
干
は
、
非
拘
束
的
立
法
、
例
え
ば
、
勧
告
を
支
持
す
る
。

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
立
法
と
し
て
は
、
直
接
適
用
可
能
と
い
う
意
味
で
、
勧
告
で
は
な
く
、
規
則
が
よ
り
適
合
的
で
あ
る
。
オ
プ
ト
イ
ン

立
法
と
し
て
は
、
そ
の
法
形
式
の
選
択
は
、
こ
の
立
法
と
、
ロ
ー
マ
条
約
の
後
継
者
（
上
記
１
参
照
）
と
の
連
携
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
依
存
す
る
。
こ
の
点
で
、
利
害
関
係
者
に
よ
り
示
唆
さ
れ
た
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
照
ら
し
、
規
則
形
式
が
、
よ
り
適
合
的
に
思

わ
れ
る
。

４

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
内
容
に
関
し
て

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
分
野
に
限
定
さ
れ
な
い
立
法
の
内
容
を
考
え
る
に
際
し
、
将
来
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が

考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
内
容
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
議
論
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
役
立
つ
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
で
、
多
く
の
利
害
関
係
者
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
考
え
と
、
た
と
え
新
た
な
立
法
が
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
全
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
か
そ

の
一
部
か
の
問
題
が
な
お
未
定
だ
と
し
て
も
、
同
じ
で
あ
っ
た
。

こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
が
若
干
の
一
般
契
約
法
の
要
素
の
み
を
含
む
か
、
域
内
市
場
で
経
済
的
重
要
性
を
も
つ
個
別
の
契
約
、
例
え

ば
、
売
買
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
契
約
の
、
要
素
も
含
む
か
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
な
お
未
定
で
あ
っ
た
。
多
く
の
利
害
関
係

者
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
が
、
若
干
の
、
一
般
契
約
法
の
規
定
と
、
国
境
を
越
え
た
取
引
に
つ
い
て
重
要
性
の
あ
る
特
定
の
取
引
に
つ

ＥＵ契約法と消費者保護
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い
て
の
規
定
を
含
む
こ
と
に
同
意
し
た
。
一
般
契
約
法
規
定
に
関
し
て
、
利
害
関
係
者
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
が
、
例
え
ば
、
契
約
の

締
結
、
有
効
性
、
解
釈
、
履
行
、
不
履
行
、
救
済
手
段
の
規
定
を
含
む
こ
と
を
示
唆
し
た
。
個
別
契
約
に
関
し
て
、
若
干
の
示
唆
が
な

さ
れ
た：

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
売
買
、
交
換
、
贈
与
、
賃
貸
借
、
国
際
金
融
取
引
、
保
険
契
約
を
含
む
べ
き
だ
と
。
ま
た
他
の
意
見

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
契
約
法
と
関
連
し
た
領
域
、
例
え
ば
、
担
保
法
、
不
当
利
得
、
動
産
担
保
権
ル
ー
ル
を
含
む
べ
き
だ
と
い

う
意
見
を
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
寄
与
に
よ
れ
ば
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
異
な
る
要
素
を
持
ち
う
る
、
す
な
わ
ち
、
一
般
契
約
法
に
関
す

る
部
分
と
特
定
の
契
約
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
正
確
な
内
容
と
、
い
か
な
る
分
野
が
特
別
の
注
意
を

受
け
る
べ
き
か
は
、
さ
ら
に
議
論
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
は
、
一
般
契
約
で
あ
れ
、
特
定
の
契
約
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
、
域
内
市
場
の
円
滑
な
機
能
の
障
害
の
よ
う
に
、
確
認
さ
れ
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
明
確
に
役
立
つ
分
野
の
み
を
含
む
べ
き

で
あ
る
。

５

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
範
囲
に
関
し
て

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
範
囲
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
考
察
を
通
し
て
対
処
す
る
必
要
の
あ
る
二
つ
の
主
要
な
問
題
が
確
認
さ
れ
う
る
。

第
一
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
が
単
に
事
業
者
間
の
取
引
を
カ
バ
ー
す
る
か
、
事
業
者

消
費
者
間
の
取
引
も
カ
バ
ー
す
る
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
後
者
の
場
合
、
新
た
な
立
法
は
、
消
費
者
保
護
に
関
す
る
強
行
規
定

を
含
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
契
約
当
事
者
が
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
を
契
約
に
採
用
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
か
ぎ
り
で
、

こ
の
法
を
彼
ら
の
必
要
に
応
じ
調
整
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
な
、
契
約
自
由
の
原
則
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
自
由

は
新
た
な
法
の
若
干
の
限
定
さ
れ
た
規
定
、
例
え
ば
消
費
者
保
護
に
関
す
る
そ
れ
の
強
行
的
性
格
に
よ
り
制
限
さ
れ
う
る
こ
と
も
述
べ

資 料
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ら
れ
た
。

こ
の
問
題
に
答
え
る
に
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
の
主
た
る
目
標
、
す
な
わ
ち
域
内
市
場
の
よ
り
円
滑
な
機
能
を
想
起
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
事
業
者
間
取
引
を
含
め
る
こ
と
が
こ
の
目
標
を
促
進
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
者
消
費
者
間
取
引
も
域

内
市
場
に
と
っ
て
大
き
な
経
済
的
重
要
性
を
有
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
そ
れ
を
含
め
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
消

費
者
は
、
供
給
側
（
事
業
者
）
と
同
じ
く
、
市
場
の
需
要
側
（
消
費
者
）
の
た
め
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、
十
分
高
度
の
保
護
を

与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
文
脈
で
、
大
部
分
の
利
害
関
係
者
は
、
新
た
な
法
が
事
業
者
消
費
者
間
取
引
に
も
適
用
さ
れ
、
高

度
の
消
費
者
保
護
を
確
保
す
る
た
め
の
強
行
規
定
を
含
め
る
こ
と
を
考
え
た
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
、
七
条
を
基
礎
と
し
て
適
用
可
能
と
な
る
、
国
内
法
の
強
行
規
定
は
、
取
引
費

用
を
高
め
、
国
際
契
約
の
障
害
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
、
ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
、
七
条
の
意
味
に
お
け
る
強
行
規
定
を
オ

プ
シ
ョ
ン
法
に
含
め
る
こ
と
は
、
大
き
な
利
点
を
持
ち
う
る：

当
事
者
は
、
彼
ら
の
契
約
に
適
用
可
能
な
も
の
と
し
て
オ
プ
シ
ョ
ン
法

を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約
締
結
の
時
点
か
ら
、
い
か
な
る
強
行
規
定
が
彼
ら
の
契
約
関
係
に
適
用
可
能
な
も
の
と
な
る
か
を
知

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
際
取
引
に
お
け
る
法
的
安
定
性
を
も
た
ら
し
、
サ
ー
ビ
ス
や
財
の
供
給
者
は
、
欧
州
連
合
内
部
で
単

一
の
契
約
を
使
う
こ
と
に
よ
り
取
引
が
で
き
る
。
オ
プ
シ
ョ
ン
法
は
そ
の
際
当
事
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
用
な
道
具
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
か
よ
う
な
場
合
に
、
当
事
者
が
適
用
可
能
な
法
と
し
て
オ
プ
シ
ョ
ン
法
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
他
の
国
内
法
の
強
行
規
定

は
も
は
や
適
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
とR

om
e

I

と
の
調
整
の
た
め
に

選
択
さ
れ
た
解
決
に
依
存
す
る
だ
ろ
う
（
上
記
１
参
照
）。

第
二
に
、
事
業
者
間
取
引
を
オ
プ
シ
ョ
ン
法
の
範
囲
に
取
り
込
む
場
合
、
別
の
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
と
動
産

売
買
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
の
間
の
調
整
に
か
か
わ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
オ
プ
シ
ョ
ン
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法
と
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。
多
く
の
利
害
関
係
者
が
こ
の
点
に
つ
き
意
見
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
ど

の
よ
う
に
一
貫
性
を
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た：

若
干
の
意
見
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
対
し

て
は
補
完
的
ル
ー
ル
を
提
供
す
る
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
と
し
、
他
の
意
見
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
オ
プ
シ
ョ
ン
法
の
一
部
と
な
る
べ
き
だ

と
提
案
し
た
。

オ
プ
シ
ョ
ン
法
と
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
関
係
問
題
は
、
一
方
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
法
の
範
囲
に
、
他
方
で
は
、
こ
の
新
た
な
法
の
拘
束
力
、

す
な
わ
ち
、
オ
プ
ト
イ
ン
か
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
か
に
依
存
す
る
。
１
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
回
答
者
の
多
数
は
、
オ
プ
ト
イ
ン
立
法
を
選

択
し
た
。
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
が
事
業
者
間
で
の
財
の
国
際
売
買
に
適
用
可
能
な
オ
プ
ト
イ
ン
法
で
あ
る
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
当
事
者
は
、

オ
プ
シ
ョ
ン
法
を
彼
ら
の
契
約
に
適
用
可
能
な
も
の
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
で
、
黙
示
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
第
六
条
を
基
礎
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
適

用
を
排
除
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
事
業
者
間
の
財
の
国
際
売
買
に
適
用
可
能
な
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
立
法
と
い
う
選
択
肢
で
は
、

二
つ
の
手
段
の
妥
当
な
適
用
を
決
定
す
る
と
い
う
問
題
は
解
決
困
難
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
利
害
関
係
者
に
支
持
さ

れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
、
オ
プ
ト
イ
ン
立
法
に
有
利
な
論
拠
で
あ
る
。

６

オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
法
的
基
礎
に
関
し
て

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
新
た
な
立
法
の
法
的
基
礎
に
つ
い
て
の
考
察
を
開
始
し
、
コ
メ
ン
ト
を
歓
迎
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
し
た
回
答
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
あ
る
加
盟
国
は
、
オ
プ
ト
イ
ン
立
法
の
た
め
に
三
〇
八
条

を
、
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
立
法
の
た
め
に
六
五
条
を
提
案
し
た
が
、
あ
る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
は
六
五
条
を
選
択
し
た
。

法
的
基
礎
の
問
題
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
法
的
形
式
（
上
記
２
参
照
）、
そ
の
内
容
（
上
記
３
参
照
）、
適
用
範
囲
（
上
記
４
参

照
）、
の
問
題
と
緊
密
に
関
連
す
る
。
法
的
基
礎
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
考
察
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
立
法
の
パ
ラ
メ
ー
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タ
ー
に
関
す
る
よ
り
広
い
議
論
の
中
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�

域
内
市
場
に
お
け
る
不
公
正
な
事
業
者
消
費
者
間
の
取
引
手
段
に
関
し
、
か
つ
理
事
会
指
令84/450/E

E
C

お
よ
び
欧
州
議
会
と

理
事
会
指
令97/7/E

C
,98/27/E

C
,2002/65/E

C

お
よ
び
欧
州
議
会
と
理
事
会
規
則(E

C
)

2006/2004

を
改
正
す
る
、
二
〇
〇
五

年
五
月
一
一
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2005/29/E

C

（
不
公
正
な
取
引
手
段
指
令U

n
fair

C
om

m
ercial

P
ractices

D
irective

）

欧
州
議
会
と
欧
州
連
合
理
事
会
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
設
立
条
約
、
と
り
わ
け
そ
の
九
五
条
を
考
慮
し
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
提
案
を
考
慮
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
社
会
委
員
会
の
意
見
を
考
慮
し
、

条
約
二
五
一
条
に
規
定
さ
れ
た
手
続
に
従
い
行
動
し
つ
つ
、

ま
た
以
下
の
点
に
鑑
み：

（
１
）
条
約
一
五
三
条
一
項
お
よ
び
三
項
�
は
、
共
同
体
は
九
五
条
に
従
い
採
用
す
る
措
置
に
よ
り
高
度
の
消
費
者
保
護
の
達
成
に
寄

与
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。

（
２
）
条
約
一
四
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
域
内
市
場
は
、
物
と
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
な
移
動
と
、
開
業
の
自
由
が
確
保
さ
れ
た
、
境
界
な
き
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領
域
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
境
界
な
き
領
域
で
の
公
正
な
取
引
手
段
の
発
展
は
、
国
境
を
越
え
た
活
動
の
発
展
を
促
進
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

（
３
）
不
公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
律
は
、
顕
著
な
相
違
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
域
内
市
場
の
、
競
争
の
感
知
で
き

る
程
度
の
ゆ
が
み
や
、
円
滑
な
機
能
の
障
害
を
生
み
出
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
広
告
の
分
野
で
は
、
誤
認
を
招
く
広
告
と
比
較
広

告
に
関
す
る
、
一
九
八
四
年
九
月
一
〇
日
の
理
事
会
指
令84/450/E

E
C

は
誤
認
を
招
く
広
告
の
調
和
の
た
め
の
最
小
限
の
基
準

を
確
立
し
て
い
る
が
、
加
盟
国
が
よ
り
広
い
消
費
者
保
護
を
提
供
す
る
措
置
の
維
持
や
採
用
を
妨
げ
て
い
な
い
。
結
果
と
し
て
、

誤
認
広
告
に
関
す
る
加
盟
国
の
規
定
は
顕
著
に
相
違
し
て
い
る
。

（
４
）
こ
の
相
違
は
、
い
か
な
る
国
内
ル
ー
ル
が
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
害
す
る
不
公
正
な
取
引
手
段
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

の
不
確
実
性
を
も
た
ら
し
、
事
業
と
消
費
者
に
影
響
す
る
多
く
の
障
害
を
生
み
出
す
。
こ
の
よ
う
な
障
害
は
、
域
内
市
場
の
自
由

を
行
使
す
る
、
と
り
わ
け
国
を
超
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
販
売
促
進
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
、
事
業
の
コ

ス
ト
を
増
加
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
は
ま
た
消
費
者
の
権
利
を
不
安
定
に
さ
せ
、
消
費
者
の
域
内
市
場
に
対
す
る
信
頼
を
掘
り
く
ず
す
。

（
５
）
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
統
一
ル
ー
ル
が
な
い
場
合
に
は
、
国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
や
物
の
自
由
な
移
動
あ
る
い
は
開
業
の
自
由

に
対
す
る
障
害
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
法
に
照
ら
し
、
そ
れ
ら
が
承
認
さ
れ
た
公
共
利
益
目
的
の
保
護
を
目
指
し
、
か
つ

そ
の
目
的
に
照
ら
し
相
当
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
正
当
化
さ
れ
う
る
。
移
動
の
自
由
に
関
す
る
条
約
の
規
定
と
第
二
次
共
同
体
法
に

述
べ
ら
れ
た
共
同
体
の
目
的
、「
域
内
市
場
に
お
け
る
取
引
目
的
で
の
交
渉(C

om
m

ercial
C

om
m

u
n

ication
s)

に
関
す
る
グ

リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
と
題
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
通
知
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
取
引
目
的
で
の
交
渉

に
関
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ポ
リ
シ
ー
に
照
ら
せ
ば
、
か
よ
う
な
障
害
は
除
去
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
障
害
は
、
共
同

体
レ
ベ
ル
で
の
統
一
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
域
内
市
場
の
適
切
な
機
能
と
法
的
確
実
性
の
要
件
を
み
た
す
の
に
必
要
な
か
ぎ
り
で
の
、
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共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
法
的
概
念
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
除
去
さ
れ
る
。

（
６
）
し
た
が
っ
て
、
本
指
令
は
、
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
直
接
害
し
、
そ
れ
に
よ
り
間
接
的
に
、
正
当
な
競
争
者
の
経
済
的
利
益

を
害
す
る
、
不
公
正
広
告
を
含
め
た
、
不
公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
を
接
近
さ
せ
る
。
比
例
性
原
則
に
従
い
、
本
指

令
は
不
公
正
取
引
手
段
の
結
果
が
重
大
な
場
合
に
消
費
者
を
保
護
す
る
が
、
手
段
の
消
費
者
に
対
す
る
影
響
が
無
視
し
て
よ
い
場

合
が
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
本
指
令
は
、
競
争
者
の
経
済
的
利
益
の
み
を
害
し
た
り
、
事
業
者
間
の
取
引
に
の
み
関
す
る
、
不

公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
国
内
法
に
は
適
用
さ
れ
ず
影
響
も
し
な
い
が
、
補
充
性
原
則
を
十
分
考
慮
し
、
加
盟
国
は
も
し
そ
う
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
際
に
は
、
共
同
体
法
と
協
調
し
つ
つ
、
か
よ
う
な
手
段
を
規
制
す
る
こ
と
が
従
来
通
り
で
き
る
。
本
指
令
は

ま
た
、
事
業
者
を
誤
認
さ
せ
る
が
消
費
者
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
広
告
や
、
比
較
広
告
に
関
す
る
指
令84/450/E

E
C

の
規

定
に
及
び
も
影
響
も
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
本
指
令
は
、
消
費
者
の
情
報
に
基
づ
く
判
断
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
正

当
に
製
品
に
関
す
る
消
費
者
の
知
覚
に
影
響
を
与
え
、
彼
ら
の
行
動
に
影
響
を
す
る
よ
う
な
、
す
で
に
承
認
さ
れ
た
広
告
や
マ
ー

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
手
段
、
例
え
ば
製
品
の
配
置
や
ブ
ラ
ン
ド
の
区
別
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提
供
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
も
な
い
。

（
７
）
本
指
令
は
、
製
品
に
関
し
て
、
消
費
者
の
取
引
の
決
断
へ
の
影
響
に
直
接
関
わ
る
取
引
手
段
を
扱
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
年

次
報
告
や
促
進
文
書
な
ど
の
投
資
家
に
向
け
た
取
引
目
的
で
の
交
渉
を
含
め
、
主
と
し
て
別
の
目
的
で
行
わ
れ
る
取
引
手
段
を
扱

わ
な
い
。
本
指
令
は
、
加
盟
国
間
で
は
な
は
だ
し
く
異
な
る
、
好
み
や
品
位
に
関
す
る
法
的
要
件
を
扱
わ
な
い
。
例
え
ば
、
路
上

で
の
勧
誘
の
よ
う
な
取
引
手
段
は
、
加
盟
国
に
お
い
て
文
化
的
理
由
か
ら
望
ま
し
く
な
い
場
合
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟

国
は
、
共
同
体
法
と
協
調
し
つ
つ
、
た
と
え
消
費
者
の
選
択
の
自
由
を
制
限
し
な
い
場
合
で
も
好
み
や
品
位
と
い
う
理
由
か
ら
、

か
よ
う
な
取
引
手
段
を
自
己
の
領
域
内
で
排
除
す
る
こ
と
が
引
き
続
き
可
能
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
指
令
を
適
用
す
る
際
、
と

り
わ
け
そ
の
一
般
条
項
を
適
用
す
る
際
に
は
、
当
該
個
別
事
案
の
文
脈
が
十
分
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
８
）
本
指
令
は
、
事
業
者
消
費
者
間
の
不
公
正
取
引
手
段
か
ら
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
直
接
保
護
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
指

令
の
ル
ー
ル
に
よ
り
活
動
し
て
い
な
い
競
争
者
か
ら
正
当
な
事
業
者
を
間
接
的
に
保
護
し
、
本
指
令
で
調
整
さ
れ
て
い
る
領
域
に

お
け
る
公
正
な
競
争
を
保
証
す
る
。
消
費
者
を
害
し
な
い
が
、
競
争
者
や
事
業
者
顧
客
を
害
す
る
取
引
手
段
が
存
在
す
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
本
指
令
の
範
囲
を
超
え
る
不
公
正
競
争
の
領
域
で
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
行
動
が
必
要
か
否
か
を
慎

重
に
検
討
し
、
も
し
必
要
な
ら
ば
、
不
公
正
競
争
の
こ
の
側
面
を
カ
バ
ー
す
る
立
法
提
案
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
）
本
指
令
は
、
不
公
正
な
取
引
手
段
に
よ
り
害
せ
ら
れ
た
個
人
に
よ
る
訴
訟
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
、
契
約
法
、
無
体
財
産
権
、
健

康
と
製
品
の
安
全
面
、
開
業
の
条
件
及
び
認
可
制
度
、
に
関
す
る
共
同
体
と
国
内
法
の
ル
ー
ル
を
、
共
同
体
法
と
協
調
し
た
、
賭

博
活
動
に
関
す
る
ル
ー
ル
も
含
め
、
妨
げ
ず
、
ま
た
、
共
同
体
競
争
ル
ー
ル
と
そ
の
国
内
法
化
さ
れ
た
規
定
を
も
妨
げ
な
い
。
加

盟
国
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
引
き
続
き
、
例
え
ば
、
事
業
者
が
ア
ル
コ
ー
ル
、
た
ば
こ
、
医
薬
品
に
関
連
し
て
い
る
場
合
に
、

自
国
領
域
内
に
お
け
る
消
費
者
の
健
康
と
安
全
の
保
護
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
き
、
取
引
手
段
の
制
限
ま
た
は
禁
止
を
維
持
ま
た

は
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
不
動
産
は
、
そ
の
複
雑
さ
と
重
大
な
リ
ス
ク
内
在
性
ゆ
え
に
、
事
業
者
に

対
す
る
積
極
的
な
義
務
づ
け
を
含
め
、
詳
細
な
条
件
づ
け
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
不
動
産
の

領
域
に
お
い
て
は
、
本
指
令
は
、
加
盟
国
が
、
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
指
令
の
規
定
を
越
え
る
権
利
を
妨
げ

な
い
。
こ
こ
で
、
貴
金
属
商
品
の
保
証
や
純
度
表
示
に
つ
い
て
規
制
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

（
１０
）
本
指
令
と
既
存
の
共
同
体
法
と
の
関
係
が
首
尾
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
と
り
わ
け
不
公
正
取
引
手
段
に
関

す
る
詳
細
な
規
定
が
特
定
の
分
野
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
指
令
は
、
誤
認
広
告
と
比
較
広
告

に
関
す
る
指
令84/450/E

E
C

、
一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
の
遠
隔
契
約
の
面
で
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会

の
指
令97/7/E

C

、
一
九
九
八
年
五
月
一
九
日
の
消
費
者
利
益
保
護
の
た
め
の
差
止
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令98/
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27/E
C

、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
三
日
の
消
費
者
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
遠
隔
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令

2002/65/E
C

を
改
正
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
指
令
は
、
不
公
正
取
引
手
段
の
特
定
の
側
面
を
規
律
す
る
共
同
体
法
、
例
え
ば

情
報
提
供
要
件
や
情
報
が
消
費
者
に
提
供
さ
れ
る
方
法
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
、
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
で
、
適
用
さ

れ
る
。
こ
れ
は
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
分
野
特
有
の
立
法
が
存
在
し
な
い
場
合
の
消
費
者
保
護
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
者

に
製
品
の
性
質
に
つ
き
誤
っ
た
印
象
を
作
り
出
す
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
消
費
者
に
高
い
リ
ス
ク
が
と
も

な
う
複
雑
な
製
品
、
例
え
ば
あ
る
種
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
製
品
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
本
指
令
は
従
っ
て
、
消
費
者
の

経
済
的
利
益
を
害
す
る
取
引
手
段
に
適
用
可
能
な
共
同
体acqu

is

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１１
）
本
指
令
に
よ
る
国
内
法
規
定
の
接
近
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
収
斂
は
、
消
費
者
保
護
の
高
い
共
通
レ
ベ
ル
を
作
り

出
す
。
本
指
令
は
、
消
費
者
の
経
済
行
動
を
ゆ
が
め
る
不
公
正
な
取
引
手
段
の
唯
一
の
一
般
的
禁
止
を
確
立
す
る
。
ま
た
、
本
指

令
は
共
同
体
レ
ベ
ル
で
は
目
下
の
所
規
律
さ
れ
て
い
な
い
攻
撃
的
取
引
手
段
の
ル
ー
ル
も
設
定
す
る
。

（
１２
）
調
和
は
、
消
費
者
と
事
業
の
双
方
に
と
っ
て
法
的
安
定
性
を
か
な
り
高
め
る
。
消
費
者
と
事
業
者
の
双
方
と
も
、
Ｅ
Ｕ
全
域
で

の
不
公
正
取
引
手
段
の
す
べ
て
の
側
面
を
規
律
す
る
、
明
確
に
定
義
さ
れ
た
法
的
概
念
に
も
と
づ
く
単
一
の
規
律
枠
組
に
依
拠
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
効
果
は
、
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
害
す
る
不
公
正
取
引
手
段
に
対
す
る
ル
ー
ル
の
分
裂
か
ら

生
ず
る
障
害
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
領
域
で
の
域
内
市
場
の
達
成
を
可
能
に
す
る
。

（
１３
）
域
内
市
場
の
障
害
の
除
去
を
通
じ
て
共
同
体
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
加
盟
国
の
、
既
存
の
、
相
互
に
異
な
る
一
般
条

項
や
法
原
則
を
置
き
換
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
指
令
に
よ
り
確
立
さ
れ
る
単
一
の
、
共
通
の
一
般
的
禁
止

は
、
消
費
者
の
行
動
を
ゆ
が
め
る
不
公
正
取
引
手
段
を
カ
バ
ー
す
る
。
消
費
者
の
信
頼
を
支
援
す
る
た
め
に
、
一
般
的
禁
止
は
、

事
業
者
と
消
費
者
の
契
約
関
係
の
外
で
生
じ
、
契
約
締
結
に
続
い
て
生
じ
、
契
約
履
行
の
間
に
生
ず
る
、
不
公
正
取
引
手
段
に
等
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し
く
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
的
禁
止
は
、
は
る
か
に
共
通
性
の
高
い
二
つ
の
タ
イ
プ
の
ル
ー
ル
、
す
な
わ
ち
誤
認
取
引

手
段
と
攻
撃
的
取
引
手
段
の
ル
ー
ル
に
よ
り
作
ら
れ
て
い
る
。

（
１４
）
誤
認
取
引
手
段
は
、
誤
認
広
告
を
含
め
、
消
費
者
を
欺
く
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
情
報
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
選
択
を
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
加
盟
国
の
誤
認
広
告
に
関
す
る
法
や
運
用
に
対
応
し
て
、
本
指

令
は
、
誤
認
手
段
を
誤
認
行
為
と
誤
認
不
作
為
に
分
類
す
る
。
不
作
為
に
関
し
て
は
、
本
指
令
は
、
消
費
者
が
情
報
に
基
づ
く
取

引
の
決
断
を
す
る
の
に
必
要
な
、
一
定
数
の
基
本
情
報
を
列
挙
す
る
。
こ
の
情
報
は
、
す
べ
て
の
広
告
で
開
示
す
る
必
要
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
事
業
者
が
、
指
令
で
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
購
入
勧
誘(in

vitation
to

pu
rch

ase)

を
す
る

際
に
の
み
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
指
令
で
採
用
さ
れ
て
い
る
完
全
調
和
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
加
盟
国
が
国
内
法
に
お
い
て
一
定

の
製
品
、
例
え
ば
、
収
集
品
や
電
気
製
品
な
ど
の
主
要
な
特
徴
を
指
定
し
、
購
入
勧
誘
の
際
の
そ
の
省
略
が
重
大
と
な
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
他
の
製
品
と
類
似
す
る
製
品
の
販
売
促
進
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
消
費
者
の
選
択
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
は
、
そ
の
類
似
性
が
消
費
者
に
当
該
製
品
の
取
引
上
の
オ
リ
ジ
ン
を
混
同
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
誤
認
的
で
あ
る
場
合
で
な
け
れ

ば
、
本
指
令
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
本
指
令
は
、
取
引
手
段
の
領
域
で
消
費
者
保
護
の
た
め
の
若
干
の
規
制
オ
プ
シ
ョ

ン
の
間
の
選
択
を
加
盟
国
に
明
示
に
委
ね
て
い
る
既
存
の
共
同
体
法
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、
本
指
令
は
、
二
〇
〇
二

年
七
月
一
二
日
の
電
子
通
信
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
個
人
情
報
処
理
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指

令2002/58/E
C

の
第
一
三
条
（
３
）
を
妨
げ
な
い
。

（
１５
）
共
同
体
法
が
取
引
目
的
で
の
交
渉
、
広
告
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
要
件
を
規
定
す
る
場
合
、
そ
の
情
報
は
、
本
指

令
の
下
で
重
要
と
み
な
さ
れ
る
。
加
盟
国
は
、
既
存
の
共
同
体
立
法
に
お
け
る
最
小
限
条
項
に
よ
り
許
さ
れ
る
場
合
に
は
、
契
約

法
に
関
わ
り
、
契
約
法
上
の
効
果
を
有
す
る
情
報
要
件
を
保
持
ま
た
は
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
キ
に
お
け
る
か
よ
う
な
情
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報
要
件
の
非
包
括
的
リ
ス
ト
は
付
録
�
に
含
ま
れ
る
。
本
指
令
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
完
全
調
和
を
考
慮
す
る
と
、
共
同
体
法
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
情
報
の
み
が
本
指
令
七
条
（
５
）
の
目
的
に
と
っ
て
重
要
と
み
な
さ
れ
る
。
加
盟
国
が
共
同
体
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
越
え
て
、
最
小
限
条
項
に
も
と
づ
き
、
情
報
要
件
を
導
入
し
た
場
合
に
、
そ
の
超
過
情
報
の
懈
怠
は
、
本
指
令

の
も
と
で
の
誤
認
を
招
く
不
作
為
を
構
成
し
な
い
。
逆
に
、
加
盟
国
は
、
共
同
体
法
に
お
け
る
最
小
限
条
項
に
よ
り
許
さ
れ
る
場

合
に
、
消
費
者
個
人
の
契
約
上
の
権
利
を
よ
り
高
度
の
レ
ベ
ル
で
保
護
す
る
た
め
に
、
共
同
体
法
と
協
調
し
つ
つ
、
よ
り
強
力
な

規
定
を
維
持
ま
た
は
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１６
）
攻
撃
的
取
引
手
段
の
規
定
は
、
消
費
者
の
選
択
の
自
由
を
顕
著
に
損
な
う
手
段
を
カ
バ
ー
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
困
惑
、
物

理
力
の
利
用
も
含
め
た
強
制
、
も
し
く
は
不
当
威
圧
を
用
い
る
手
段
で
あ
る
。

（
１７
）
い
か
な
る
場
合
で
も
不
公
正
と
さ
れ
る
取
引
手
段
は
、
よ
り
大
き
な
法
的
安
定
性
を
提
供
す
る
た
め
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
付
録
�
は
、
し
た
が
っ
て
か
よ
う
な
手
段
の
完
全
な
リ
ス
ト
を
含
む
。
こ
れ
ら
は
、
五
条
な
い
し
九
条
に
よ
り
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
の
評
価
を
必
要
と
せ
ず
不
公
正
と
さ
れ
う
る
取
引
手
段
の
み
で
あ
る
。
本
リ
ス
ト
は
、
本
指
令
の
改
正
に
よ
っ
て
の

み
修
正
さ
れ
る
。

（
１８
）
不
公
正
取
引
手
段
か
ら
す
べ
て
の
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
指
令84/450/E

E
C

の
発
効
後
の
広
告
事
件
の
裁
判
に
お
い
て
、
抽
象
的
、
典
型
的
消
費
者
に
対
す
る
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
。
比

例
性
の
原
則
に
従
い
、
本
指
令
に
含
ま
れ
て
い
る
保
護
の
有
効
な
適
用
を
許
容
す
る
た
め
に
、
本
指
令
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が

解
釈
し
た
よ
う
に
、
社
会
的
、
文
化
的
、
言
語
的
要
素
を
考
慮
し
つ
つ
、
適
度
に
情
報
を
得
て
お
り
、
適
度
に
注
意
深
い
、
平
均

的
消
費
者
を
基
準
と
し
て
採
用
す
る
が
、
ま
た
、
そ
の
特
性
故
に
不
公
正
取
引
手
段
に
対
し
て
と
り
わ
け
脆
弱
で
あ
る
消
費
者
の

搾
取
を
阻
止
す
る
規
定
を
も
含
ん
で
い
る
。
あ
る
取
引
手
段
が
、
と
り
わ
け
例
え
ば
子
供
の
よ
う
な
、
特
定
の
消
費
者
グ
ル
ー
プ
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に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
取
引
手
段
の
影
響
は
、
当
該
グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
メ
ン
バ
ー
の
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
の

が
望
ま
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
不
公
正
と
さ
れ
る
手
段
の
リ
ス
ト
中
に
、
子
供
に
向
け
ら
れ
た
広
告

の
無
条
件
の
禁
止
を
課
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
の
購
入
勧
誘(direct

exh
ortation

s
to

pu
rch

ase)

か
ら
保
護
す
る
規
定
を

含
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
平
均
的
消
費
者
テ
ス
ト
は
統
計
的
な
も
の
で
は
な
い
。
加
盟
国
裁
判
所
や
諸
機
関
は
、
欧
州
裁
判

所
の
判
例
法
を
考
慮
し
つ
つ
、
所
与
の
場
合
に
平
均
的
消
費
者
の
典
型
的
反
応
を
決
定
す
る
た
め
に
、
自
己
の
裁
量
権
を
行
使
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
１９
）
年
齢
、
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
不
安
定
ま
た
は
軽
信
さ
の
よ
う
な
あ
る
特
性
が
消
費
者
を
と
り
わ
け
あ
る
取
引
手
段
ま
た
は

そ
の
基
礎
に
あ
る
商
品
に
影
響
さ
れ
や
す
く
し
、
か
よ
う
な
消
費
者
の
み
の
経
済
的
行
動
が
当
該
手
段
に
よ
り
、
事
業
者
が
十
分

予
見
可
能
な
形
で
ゆ
が
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
、
当
該
消
費
者
が
当
該
グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
メ
ン
バ
ー
と
い
う
観
点
か

ら
、
適
度
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

（
２０
）
特
定
の
経
済
分
野
に
お
い
て
本
指
令
の
原
則
を
事
業
者
に
有
効
に
適
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
行
動
規
範
に
あ
る
役
割
を

与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
事
業
者
の
行
動
を
規
制
す
る
特
別
の
強
行
的
要
件
が
存
在
す
る
分
野
で
は
、
こ
の
要
件
が
ま
た
当

該
分
野
に
お
け
る
専
門
的
注
意
要
件
に
関
す
る
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
国
内
ま
た
は
共
同
体
レ
ベ
ル
で
規
範
作

成
者
に
よ
り
不
公
正
な
取
引
手
段
の
除
去
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
行
政
ま
た
は
司
法
上
の
行
動
に
訴
え
る
必

要
を
回
避
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
高
レ
ベ
ル
の
消
費
者
保
護
を
追
求
す
る
た
め
に
、
消
費
者
組
織
は
行
為

規
範
作
成
に
つ
き
、
情
報
を
提
供
さ
れ
、
関
与
で
き
る
。

（
２１
）
国
内
法
の
下
で
当
該
事
項
に
正
当
な
利
害
を
有
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
私
人
ま
た
は
組
織
は
、
不
服
に
対
す
る
判
断
の
権
限

を
有
す
る
か
、
適
当
な
司
法
手
続
を
開
始
す
る
権
限
を
有
す
る
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
機
関
に
対
し
て
、
不
公
正
取
引
手
段
に
対
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す
る
手
続
を
開
始
す
る
た
め
の
法
的
手
段
を
有
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
２２
）
加
盟
国
は
、
本
指
令
の
規
定
の
違
反
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し
、
規
定
の
実
効
性
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
罰
則
は
、
実
効
性
が
あ
り
、
比
例
性
に
か
な
い
、
抑
止
力
を
有
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
２３
）
本
指
令
の
目
的
、
す
な
わ
ち
不
公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
国
内
法
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
、
域
内
市
場
の
機
能
の
障
害
を
除
去

す
る
こ
と
と
、
不
公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
、
規
則
、
行
政
規
定
を
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
、
消
費
者
保
護
の
高

度
の
共
通
レ
ベ
ル
の
提
供
は
、
加
盟
国
に
よ
り
十
分
達
成
さ
れ
え
ず
、
共
同
体
レ
ベ
ル
で
よ
り
よ
く
達
成
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
か

ら
、
共
同
体
は
、
条
約
五
条
に
規
定
さ
れ
た
補
充
性
の
原
則
に
従
い
、
措
置
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
条
に
規
定
さ
れ
た

比
例
性
の
原
則
に
従
い
、
本
指
令
は
、
域
内
市
場
の
障
害
を
除
去
し
、
消
費
者
保
護
の
高
度
の
共
通
レ
ベ
ル
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
程
度
を
越
え
て
い
な
い
。

（
２４
）
域
内
市
場
の
障
害
に
対
処
し
、
高
度
の
消
費
者
保
護
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
本
指
令
の
再
検
討
を
す
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
。
再
検
討
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
本
指
令
の
改
正
提
案
に
至
り
う
る
。
そ
れ
は
、
第
三
条
（
５
）
の
例
外

の
限
定
的
拡
張
、
か
つ
（
ま
た
は
）
消
費
者
保
護
の
高
度
の
共
通
レ
ベ
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
、
既
存
の
ア
キ
を
再
検
討
す
る
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
消
費
者
政
策
戦
略
宣
言
を
反
映
す
る
他
の
消
費
者
保
護
立
法
の
改
正
を
含
む
。

（
２５
）
本
指
令
は
、
基
本
権
を
尊
重
し
、
承
認
さ
れ
た
原
則
、
特
に
欧
州
連
合
基
本
権
憲
章
を
遵
守
す
る
。

本
指
令
を
採
択
し
た：
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第
一
章

一
般
規
定

第
一
条

目
的

本
指
令
の
目
的
は
、
消
費
者
の
経
済
的
利
益
を
害
す
る
不
公
正
な
取
引
手
段
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
、
規
則
、
行
政
規
定
を
接
近
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
域
内
市
場
の
適
切
な
機
能
に
寄
与
し
、
高
レ
ベ
ル
な
消
費
者
保
護
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
条

定
義

本
指
令
の
諸
目
的
に
関
し
て：

�

「
消
費
者
」
は
、
本
指
令
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
取
引
手
段
に
お
い
て
、
自
己
の
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
手
職
業
、
ま
た
は
専
門
職
の

外
に
あ
る
目
的
の
た
め
に
行
動
す
る
自
然
人
を
意
味
す
る
。

�

「
事
業
者
」
は
、
本
指
令
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
取
引
手
段
に
お
い
て
、
自
己
の
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
手
職
業
、
ま
た
は
専
門
職
に

関
連
す
る
目
的
の
た
め
に
行
動
す
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
と
、
事
業
者
の
名
で
あ
る
い
は
事
業
者
の
た
め
に
行
動
す
る
者
を
意
味

す
る
。

�

「
製
品
」
は
、
不
動
産
、
権
利
、
義
務
を
含
む
す
べ
て
の
財
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
す
る
。

�

「
事
業
者
の
消
費
者
に
対
す
る
取
引
手
段
」（
以
後
、「
取
引
手
段
」
と
し
て
も
引
用
さ
れ
る
）
は
、
事
業
者
に
よ
る
、
消
費
者

に
対
す
る
販
売
促
進
、
製
品
の
販
売
ま
た
は
供
給
と
直
接
関
連
し
た
、
す
べ
て
の
行
為
、
不
作
為
、
一
連
の
行
為
ま
た
は
表
示
、

ま
た
は
広
告
や
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
取
引
目
的
で
の
交
渉
を
意
味
す
る
。

�

「
消
費
者
の
経
済
的
行
為
を
著
し
く
ゆ
が
め
る
」
と
は
、
消
費
者
の
、
情
報
に
基
づ
く
判
断
を
す
る
能
力
を
著
し
く
損
な
う
た

め
に
、
あ
る
取
引
手
段
を
用
い
、
そ
れ
に
よ
り
当
該
消
費
者
に
そ
う
で
な
け
れ
ば
と
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
取
引
判
断
を
と
ら
せ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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�

「
行
為
規
範(code

of
con

du
ct)

」
は
、
特
定
の
取
引
手
段
ま
た
は
事
業
部
門
に
関
連
し
て
、
当
該
規
範
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る

こ
と
を
約
し
た
事
業
者
の
行
動
を
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
、
加
盟
国
の
法
、
規
則
、
ま
た
は
行
政
規
定
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
、

合
意
ま
た
は
一
連
の
ル
ー
ル
を
意
味
す
る
。

�

「
規
範
作
成
者
」
は
、
事
業
者
ま
た
は
事
業
者
団
体
を
含
む
、
す
べ
て
の
主
体
で
あ
り
、
行
為
規
範
の
作
成
と
改
訂
の
責
任
を

負
い
、
か
つ
（
ま
た
は
）
当
該
行
為
規
範
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
約
し
た
者
の
遵
守
を
監
視
す
る
こ
と
の
責
任
を
負
う
者
を
意
味

す
る
。

�

「
専
門
家
と
し
て
の
注
意
」
は
、
誠
実
な
市
場
慣
行
と
か
つ
（
ま
た
は
）
事
業
者
の
当
該
活
動
分
野
に
お
け
る
信
義
則
に
ふ
さ

わ
し
く
、
事
業
者
に
よ
り
消
費
者
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
通
常
期
待
さ
れ
る
特
別
な
技
術
と
注
意
の
程
度
を
意
味
す
る
。

�

「
購
入
の
勧
誘
」
は
、
用
い
ら
れ
た
取
引
目
的
で
の
交
渉
の
手
段
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
製
品
の
主
要
な
特
徴
と
価
格
を
示
し
、

そ
れ
に
よ
り
消
費
者
に
購
入
を
可
能
と
さ
せ
る
よ
う
な
取
引
目
的
で
の
交
渉
を
意
味
す
る
。

�

「
不
当
威
圧
」
は
、
物
理
的
力
を
使
用
せ
ず
ま
た
は
そ
の
予
告
を
せ
ず
と
も
、
消
費
者
の
情
報
に
基
づ
く
判
断
能
力
を
著
し
く

制
限
す
る
形
で
、
圧
力
を
か
け
う
る
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

�

「
取
引
判
断
」
は
、
消
費
者
に
よ
り
と
ら
れ
る
判
断
で
、
製
品
の
購
入
、
全
体
ま
た
は
一
部
の
支
払
、
製
品
の
保
持
ま
た
は
処

分
、
ま
た
は
製
品
に
関
連
し
た
契
約
上
の
権
利
行
使
、
そ
れ
ら
の
態
様
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
条
件
、
に
関
す
る
消
費
者
の
行
為
と

不
作
為
を
意
味
す
る
。

�

「
規
制
さ
れ
た
職
業
」
は
、
職
業
活
動
ま
た
は
一
連
の
職
業
活
動
で
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
、
そ
の
追
求
、
ま
た
は
そ
の
追
求
態
様

の
ひ
と
つ
が
、
法
、
規
則
ま
た
は
行
政
規
定
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
専
門
的
資
格
の
保
有
に
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
依
存
し
て
い
る

も
の
を
意
味
す
る
。
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第
三
条

適
用
範
囲

１

本
指
令
は
、
製
品
に
関
連
す
る
取
引
の
前
中
後
に
お
け
る
、
第
五
条
で
定
義
さ
れ
る
事
業
者
か
ら
消
費
者
へ
の
不
公
正
な
取
引

手
段
に
適
用
さ
れ
る
。

２

本
指
令
は
、
契
約
法
、
と
り
わ
け
契
約
の
有
効
性
、
締
結
、
ま
た
は
効
果
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
影
響
を
与
え
な
い
。

３

本
指
令
は
、
健
康
と
製
品
の
安
全
に
関
す
る
共
同
体
ル
ー
ル
ま
た
は
国
内
法
ル
ー
ル
に
影
響
し
な
い
。

４

本
指
令
と
不
公
正
取
引
手
段
の
特
定
の
側
面
を
規
律
す
る
他
の
共
同
体
ル
ー
ル
が
衝
突
す
る
場
合
に
は
、
後
者
が
優
先
し
、
当

該
不
公
正
取
引
手
段
の
特
定
の
側
面
に
適
用
さ
れ
る
。

５

二
〇
〇
七
年
六
月
一
二
日
よ
り
六
年
間
は
、
加
盟
国
は
、
本
指
令
に
よ
り
接
近
さ
せ
ら
れ
る
領
域
内
の
国
内
法
規
定
で
、
指
令

よ
り
制
限
的
も
し
く
は
規
制
的
な
も
の
ま
た
は
最
小
限
調
和
条
項
を
含
む
指
令
を
国
内
法
化
す
る
も
の
を
適
用
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
消
費
者
が
不
公
正
取
引
手
段
に
対
し
て
適
切
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
本
質
的
な

も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
目
的
の
達
成
に
比
例
し
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
八
条
で
言
及
さ
れ
て
い
る
再
検
討

は
、
適
切
と
考
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
、
限
定
さ
れ
た
期
間
に
つ
き
さ
ら
に
こ
の
例
外
を
延
長
す
る
提
案
を
含
み
う
る
。

６

加
盟
国
は
、
第
５
項
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
国
内
法
規
定
に
つ
き
、
遅
滞
な
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

７

本
指
令
は
、
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
ル
ー
ル
に
影
響
し
な
い
。

８

本
指
令
は
、
加
盟
国
が
、
共
同
体
法
に
一
致
し
て
、
職
業
の
高
レ
ベ
ル
な
一
体
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
職
業
に
課
す
る
、
開

業
条
件
、
免
許
制
度
条
件
、
義
務
的
行
動
ル
ー
ル
、
そ
の
他
の
規
制
さ
れ
た
職
業
を
支
配
す
る
特
別
ル
ー
ル
に
影
響
を
与
え
な
い
。

９

指
令2002/65/E

C

に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
」
と
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
加
盟
国
は
、
本
指
令
が
接
近

さ
せ
る
領
域
に
お
い
て
、
よ
り
制
限
的
も
し
く
は
規
制
的
な
要
件
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

資 料
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１０

本
指
令
は
、
貴
金
属
製
品
の
純
度
基
準
の
証
明
と
表
示
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
、
規
則
、
行
政
規
定
の
適
用
に
は
適
用
さ
れ
な

い
。

第
四
条

域
内
市
場

加
盟
国
は
、
本
指
令
で
接
近
さ
せ
ら
れ
た
領
域
に
含
ま
れ
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
も
財
の
自
由
な
移
動
も

制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
章

不
公
正
取
引
手
段U

n
fair

C
om

m
ercialP

ractices

第
五
条

不
公
正
取
引
手
段
の
禁
止

１

不
公
正
取
引
手
段
は
禁
止
さ
れ
る
。

２

以
下
の
場
合
に
取
引
手
段
は
不
公
正
で
あ
る：

�

そ
れ
が
専
門
家
と
し
て
の
注
意
要
件
に
反
し
、
か
つ

�

当
該
製
品
に
関
し
、
そ
の
手
段
が
到
達
し
ま
た
は
向
け
ら
れ
て
い
る
、
平
均
的
消
費
者
の
、
ま
た
は
一
定
の
消
費
者
グ
ル
ー

プ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
メ
ン
バ
ー
の
、
経
済
的
行
動
を
著
し
く
ゆ
が
め
る
か
、
そ
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
。

３

精
神
的
ま
た
は
身
体
的
弱
さ
、
年
齢
ま
た
は
信
じ
や
す
さ
ゆ
え
に
、
当
該
手
段
ま
た
は
そ
れ
に
関
連
す
る
製
品
に
と
り
わ
け
弱

く
、
そ
の
こ
と
が
事
業
者
に
十
分
予
見
で
き
る
よ
う
な
、
明
確
に
特
定
で
き
る
消
費
者
グ
ル
ー
プ
の
み
の
経
済
的
行
動
を
は
な
は

だ
し
く
ゆ
が
め
る
可
能
性
の
あ
る
取
引
手
段
は
、
当
該
グ
ル
ー
プ
の
平
均
的
メ
ン
バ
ー
の
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

誇
張
し
た
言
動
を
す
る
こ
と
や
文
字
通
り
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
言
動
に
つ
い
て
の
、
共
通
で
正
当
な
広
告
慣
行
を
そ
こ
な

ＥＵ契約法と消費者保護
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う
も
の
で
は
な
い
。

４

特
に
、
取
引
手
段
は
以
下
の
場
合
に
不
公
正
と
み
な
さ
れ
る：

�

第
六
条
、
第
七
条
で
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
、
誤
認
を
招
く
も
の
で
あ
る
か
、

�

第
八
条
と
第
九
条
で
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
、
攻
撃
的
で
あ
る
場
合
。

５

付
録
�
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
不
公
正
と
み
な
さ
れ
る
取
引
手
段
の
リ
ス
ト
を
含
む
。
こ
の
リ
ス
ト
は
す
べ
て
の
加
盟
国
で

適
用
さ
れ
、
本
指
令
の
改
正
に
よ
っ
て
の
み
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
部

誤
認
を
招
く
取
引
手
段M

isleadin
g

com
m

ercialpractices

第
六
条

誤
認
を
招
く
行
動M

isleadin
g

action
s

１

取
引
手
段
は
、
そ
れ
が
虚
偽
の
情
報
を
含
み
、
し
た
が
っ
て
虚
偽
で
あ
る
た
め
、
も
し
く
は
全
般
的
提
示
を
含
め
何
ら
か
の
態

様
で
、
以
下
に
示
す
要
素
の
一
つ
ま
た
は
複
数
に
関
し
、
た
と
え
当
該
情
報
が
事
実
に
一
致
す
る
と
し
て
も
、
平
均
的
消
費
者
を

欺
く
か
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
そ
れ
が
な
け
れ
ば
と
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
取
引
判
断
を
消

費
者
に
さ
せ
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
誤
認
を
招
く
も
の
と
み
な
さ
れ
る：

�

製
品
の
存
在
ま
た
は
性
質

�

製
品
の
主
要
な
特
徴
、
例
え
ば
そ
の
利
用
可
能
性
、
利
益
、
リ
ス
ク
、
動
作
、
構
成
、
付
属
品
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

苦
情
処
理
、
製
造
ま
た
は
供
給
の
方
法
と
日
時
、
引
渡
、
目
的
適
合
性
、
利
用
法
、
量
、
仕
様
、
そ
の
地
理
的
ま
た
は
商
業
上

の
オ
リ
ジ
ン
、
利
用
か
ら
予
測
さ
れ
る
結
果
、
製
品
に
つ
い
て
実
行
さ
れ
た
テ
ス
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
と
主
要
な
特
徴

�

事
業
者
の
義
務
の
範
囲
、
取
引
手
段
の
動
機
、
販
売
過
程
の
性
質
、
直
接
も
し
く
は
間
接
的
な
広
告
主
に
つ
な
が
る
言
明
も

資 料
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し
く
は
シ
ン
ボ
ル
、
ま
た
は
当
該
事
業
者
も
し
く
は
製
品
の
承
認
に
つ
な
が
る
言
明
も
し
く
は
シ
ン
ボ
ル

�

価
格
も
し
く
は
価
格
の
計
算
方
法
、
ま
た
は
一
定
の
価
格
上
の
有
利
さ
の
存
在

�

サ
ー
ビ
ス
、
部
品
、
交
換
ま
た
は
修
理
の
必
要
性

�

事
業
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
性
質
、
属
性
、
権
利
、
例
え
ば
、
本
人
性
、
資
産
、
資
格
、
地
位
、
許
可
、
メ
ン
バ
ー
も
し

く
は
関
係
、
産
業
上
、
商
業
上
、
も
し
く
は
無
体
の
財
産
の
保
有
ま
た
は
賞
な
ら
び
に
栄
誉

�

欧
州
議
会
と
理
事
会
の
、
消
費
財
販
売
と
そ
れ
に
関
す
る
付
帯
保
証
の
あ
る
側
面
に
関
す
る
一
九
九
九
年
五
月
二
五
日
の
指

令1999/44/E
C

の
も
と
で
の
、
交
換
権
な
い
し
償
還
権
を
含
ん
だ
、
消
費
者
の
権
利
、
ま
た
は
被
り
う
る
リ
ス
ク

２

以
下
の
取
引
手
段
も
誤
認
を
招
く
も
の
と
み
な
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
事
実
上
の
文
脈
に
お
い
て
、
そ
の
特
徴
と
状
況
を
す
べ
て

考
慮
し
て
、
そ
の
手
段
が
平
均
的
消
費
者
に
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
と
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
取
引
判
断
を
と
ら
せ
ま
た
は
そ
の
可
能

性
が
あ
り
、
そ
れ
が
以
下
の
点
を
含
ん
で
い
る
場
合：

�

競
争
者
の
製
品
、
商
標
、
商
号
、
ま
た
は
そ
の
他
の
顕
著
な
マ
ー
ク
と
混
同
を
生
み
出
す
よ
う
な
、
比
較
広
告
を
含
む
、
製

品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

�

以
下
の
要
件
の
下
で
の
事
業
者
が
約
し
た
行
為
規
範
に
含
ま
れ
る
約
束
の
不
遵
守：

��

そ
の
約
束
が
単
な
る
願
望
の
吐
露
で
は
な
く
、
明
確
で
、
検
証
可
能
で
あ
り
、
か
つ

�	

事
業
者
が
そ
の
取
引
手
段
に
お
い
て
、
自
己
が
行
為
規
範
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

第
七
条

誤
認
を
招
く
不
作
為M

isleadin
g

om
ission

s

１

取
引
手
段
は
、
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
特
徴
と
状
況
な
ら
び
に
通
信
媒
体
の
制
約
を
考
慮
し
て
、
平
均
的
消
費
者
が

文
脈
を
考
慮
し
て
、
情
報
に
基
づ
く
取
引
判
断
を
な
す
に
必
要
と
な
る
、
重
要
な
情
報
を
省
略
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
平
均
的

ＥＵ契約法と消費者保護
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消
費
者
が
そ
う
で
な
け
れ
ば
と
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
取
引
判
断
を
な
し
ま
た
は
、
な
し
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
誤
認
を

招
く
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

２

第
１
項
で
示
さ
れ
た
事
項
を
考
慮
し
つ
つ
、
事
業
者
が
、
同
項
で
言
及
さ
れ
た
重
要
な
情
報
を
隠
蔽
す
る
か
、
不
明
確
、
理
解

し
が
た
い
、
あ
い
ま
い
な
、
ま
た
は
時
宜
に
即
し
な
い
態
様
で
提
供
す
る
か
、
あ
る
い
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
当

該
取
引
手
段
の
取
引
と
し
て
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
な
い
場
合
も
、
そ
れ
ら
の
結
果
、
平
均
的
消
費
者
が
そ
う
で
な
け
れ
ば
と
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
取
引
判
断
を
と
っ
た
か
、
と
っ
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
誤
認
を
招
く
省
略
と
み
な
さ
れ
る
。

３

取
引
手
段
を
通
信
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
媒
体
が
場
所
と
時
間
の
制
約
を
課
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
制
約
と
、
事
業
者
に

よ
り
、
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
消
費
者
に
情
報
を
利
用
可
能
に
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
は
、
情
報
が
省
略
さ
れ
た
か
否
か
の

判
断
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

４

購
入
勧
誘
の
場
合
に
は
、
以
下
の
情
報
が
、
文
脈
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
重
要
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る：

�

媒
体
と
製
品
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ぎ
り
で
の
、
製
品
の
主
要
な
特
徴

�

事
業
者
の
地
理
的
住
所
と
商
号
な
ど
の
正
体
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
た
め
に
行
動
す
る
、

本
人
の
地
理
的
住
所
と
正
体

�

税
を
含
む
代
価
、
代
価
が
正
当
に
前
も
っ
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
価
計
算
の
方
法
、
必
要
な
場
合
に

は
、
す
べ
て
の
運
賃
、
配
送
料
、
郵
送
料
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
正
当
に
前
も
っ
て
計
算
で
き
な
い
場
合
に
は
、
か
よ
う
な
付
加

的
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
事
実

�

そ
れ
が
専
門
的
注
意
の
要
件
と
異
な
る
場
合
に
は
、
支
払
、
引
渡
、
履
行
、
苦
情
処
理
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

�

撤
回
権
を
含
む
製
品
及
び
取
引
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
利
の
存
在
。

資 料
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５

共
同
体
法
で
確
立
さ
れ
た
、
広
告
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
取
引
目
的
で
の
交
渉
に
関
す
る
情
報
要
件
は
、
そ
の
非
包
括
的

リ
ス
ト
が
付
録
�
に
あ
る
が
、
重
要
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

第
二
部

攻
撃
的
取
引
手
段A

ggressive
com

m
ercialpractices

第
八
条

攻
撃
的
取
引
手
段

取
引
手
段
は
、
そ
の
文
脈
、
す
べ
て
の
特
徴
と
状
況
を
考
慮
し
て
、
困
惑
、
物
理
力
の
利
用
を
含
む
強
制
、
不
当
威
圧
に
よ
り
、
著

し
く
平
均
的
消
費
者
の
、
製
品
に
関
す
る
選
択
ま
た
は
行
為
の
自
由
を
損
い
、
そ
の
結
果
、
消
費
者
に
そ
う
で
な
け
れ
ば
と
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
取
引
判
断
を
引
き
起
こ
し
た
か
、
そ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
攻
撃
的
と
み
な
さ
れ
る
。

第
九
条

困
惑
、
強
制
、
不
当
威
圧
の
利
用

あ
る
取
引
手
段
が
困
惑
、
物
理
力
の
利
用
を
含
む
強
制
、
不
当
威
圧
を
用
い
て
い
る
か
の
判
断
に
際
し
て
、
以
下
の
点
が
考
慮
さ
れ

る：

�

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
場
所
、
性
質
、
ま
た
は
し
つ
こ
さ

�

威
嚇
的
ま
た
は
罵
倒
的
言
葉
ま
た
は
行
動
の
使
用

�

事
業
者
が
知
っ
て
い
る
、
消
費
者
の
判
断
を
損
な
う
程
度
の
特
定
の
不
運
ま
た
は
状
況
を
、
製
品
に
関
す
る
消
費
者
の
判
断
に

影
響
を
与
え
る
た
め
に
、
利
用
す
る
こ
と

�

消
費
者
が
、
契
約
の
解
消
ま
た
は
他
の
製
品
も
し
く
は
事
業
者
に
変
更
す
る
権
利
を
含
み
、
契
約
上
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
場
合
に
、
事
業
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
、
負
担
と
な
る
か
、
不
相
当
な
、
契
約
に
由
来
し
な
い
障
害

�

法
的
に
は
と
り
え
な
い
行
動
を
と
る
と
い
う
脅
し
。

ＥＵ契約法と消費者保護
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第
三
章

行
為
規
範C

O
D

E
S

O
F

C
O

N
D

U
C

T

第
一
〇
条

行
為
規
範

本
指
令
は
、
加
盟
国
が
奨
励
す
る
、
規
範
作
成
者
に
よ
る
不
公
正
取
引
手
段
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
、
作
成
者
の
も
と
で
の
手
続
が
裁

判
も
し
く
は
行
政
手
続
に
加
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
、
第
一
一
条
で
言
及
さ
れ
る
人
も
し
く
は
組
織
に
よ
る
作
成
者
へ
の
依
拠
を
排
除
す

る
も
の
で
は
な
い
。

か
よ
う
な
監
督
団
体
へ
の
依
拠
は
、
第
一
一
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
司
法
ま
た
は
行
政
的
請
求
の
手
段
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
四
章

末
則

第
一
一
条

実
施

１

加
盟
国
は
、
消
費
者
の
利
益
に
お
い
て
、
本
指
令
の
規
定
の
遵
守
を
実
施
す
る
た
め
に
、
不
公
正
取
引
手
段
と
戦
う
、
適
当
か

つ
有
効
な
手
段
が
存
在
す
る
よ
う
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
手
段
は
、
国
内
法
の
下
で
不
公
正
取
引
手
段
と
戦
う
正
当
な
利
益
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
る
、
競
争
者
も
含
め
た
、

人
ま
た
は
組
織
が
以
下
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
法
規
定
を
含
む：

�

不
公
正
取
引
手
段
に
対
す
る
法
的
措
置
を
執
り
か
つ
（
ま
た
は
）

�

当
該
不
公
正
取
引
手
段
を
、
苦
情
に
つ
き
判
断
で
き
、
ま
た
は
し
か
る
べ
き
法
的
手
続
を
開
始
で
き
る
、
行
政
機
関
に
持
ち

出
す
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
便
宜
の
ど
れ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
裁
判
所
や
行
政
組
織
が
、
第
一
〇
条
で
参
照
さ
れ
た
そ
れ
も
含
み
、
他
の

確
立
さ
れ
た
苦
情
処
理
手
段
に
ま
ず
依
拠
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
よ
う
認
め
る
か
、
は
加
盟
国
の
判
断
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
便
宜
は
、
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当
該
消
費
者
が
事
業
者
が
所
在
す
る
加
盟
国
の
領
域
内
に
い
る
か
、
そ
の
他
の
加
盟
国
に
い
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
利
用
で
き
る
。

以
下
の
点
は
加
盟
国
が
判
断
す
る：

�

こ
れ
ら
の
法
的
便
宜
が
、
同
一
経
済
分
野
の
複
数
の
事
業
者
に
対
し
て
、
個
別
に
ま
た
は
合
わ
せ
て
向
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
�

こ
れ
ら
の
法
的
便
宜
が
、
当
該
行
為
規
範
が
法
的
要
件
の
不
遵
守
を
促
進
し
て
い
る
場
合
に
、
規
範
作
成
者
に
対
し
て
向
け

ら
れ
る
か
否
か
。

２

第
１
項
の
規
定
の
下
で
、
加
盟
国
は
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
機
関
に
、
関
係
者
の
利
益
と
特
に
公
共
の
利
益
を
考
慮
し
て
措
置

を
執
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
場
合
に
、
以
下
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る：

�

不
公
正
取
引
手
段
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
、
も
し
く
は
停
止
を
命
ず
る
適
当
な
法
的
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
、
ま
た
は

�

ま
だ
当
該
不
公
正
取
引
手
段
が
実
行
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
差
し
迫
っ
て
い
る
場
合
に
、
実
行
の
禁
止
を
命
ず
る
こ
と
、
ま

た
は
実
行
禁
止
を
命
ず
る
法
的
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
。

加
盟
国
は
、
以
下
の
ど
ち
ら
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
す
る
か
は
加
盟
国
が
判
断
す
る
と
の
理
解
の
も
と
で
、
前
段
で
言
及
さ
れ
た
措

置
が
迅
速
手
続(accelerated

procedu
re)

で
と
ら
れ
る
た
め
の
規
定
を
設
け
る：

―

仮
の
効
果
を
も
つ
も
の
、
ま
た
は

―

終
局
的
効
果
を
も
つ
も
の
、

さ
ら
に
、
加
盟
国
は
、
そ
の
停
止
が
最
終
判
決
で
命
令
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
不
公
正
取
引
手
段
の
継
続
的
効
果
を
除
去
す
る
た
め
に
、

裁
判
所
ま
た
は
行
政
機
関
に
以
下
の
権
限
を
与
え
う
る：

�

当
該
判
決
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
、
ふ
さ
わ
し
い
形
式
で
の
公
表
を
命
ず
る
こ
と
、
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�

さ
ら
に
訂
正
の
公
表
を
命
ず
る
こ
と
。

３

第
１
項
で
参
照
さ
れ
た
行
政
機
関
は
以
下
の
点
を
み
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い：

�

そ
の
公
平
性
を
疑
わ
せ
な
い
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

�

苦
情
に
つ
き
判
断
す
る
際
に
、
そ
の
判
断
の
遵
守
を
有
効
に
監
視
し
、
実
施
さ
せ
る
権
限
を
有
す
る
こ
と

�

そ
の
判
断
に
原
則
と
し
て
理
由
を
付
す
る
こ
と
。

第
２
項
で
言
及
さ
れ
た
権
限
が
も
っ
ぱ
ら
行
政
機
関
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
の
理
由
は
常
に
付
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
こ
の
場
合
に
、
行
政
機
関
に
よ
る
権
限
の
不
適
切
な
行
使
ま
た
は
不
適
切
な
不
行
使
が
司
法
審
査
の
対
象
と
な
る
場
合

の
手
続
に
つ
い
て
規
定
が
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
条

裁
判
所
と
行
政
機
関：
訴
え
の
根
拠
づ
け

加
盟
国
は
、
裁
判
所
と
行
政
機
関
に
第
一
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
民
事
ま
た
は
行
政
手
続
に
お
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
可
能
に
す

る
権
限
を
付
与
せ
ね
ば
な
ら
な
い：

�

事
業
者
と
他
の
手
続
関
与
者
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
す
る
と
、
か
よ
う
な
命
令
が
当
該
事
案
の
状
況
に
お
い
て
適
当
と
考
え
ら

れ
る
場
合
に
、
事
業
者
に
取
引
手
段
に
関
連
す
る
事
実
主
張
の
正
確
さ
の
証
拠
を
提
出
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
、
か
つ

�

�
項
に
従
い
要
求
さ
れ
た
証
拠
が
提
出
さ
れ
ず
ま
た
は
裁
判
所
も
し
く
は
行
政
機
関
に
よ
り
不
十
分
と
さ
れ
た
場
合
に
、
当
該

事
実
主
張
を
不
正
確
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
。

第
一
三
条

罰
則

加
盟
国
は
本
指
令
の
適
用
に
お
い
て
採
用
し
た
国
内
規
定
の
違
反
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る

あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
執
る
。
こ
の
罰
則
は
、
実
効
性
が
あ
り
、
相
当
で
、
か
つ
抑
止
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
四
条

指
令84/450/E

E
C

の
改
正

指
令84/450/E

E
C

は
、
こ
れ
に
よ
り
以
下
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る：

１.

第
一
条
は
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
第
一
条

本
指
令
の
目
的
は
、
誤
認
を
招
く
広
告
と
そ
れ
か
ら
生
ず
る
不
公
正
な
結
果
か
ら
事
業
者
を
保
護
し
、
比
較
広
告
が
許
さ
れ
る
要

件
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

２.

第
二
条
に
お
い
て：

―

３
号
は
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
３

「
事
業
者
」
は
、
自
己
の
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
手
職
業
、
ま
た
は
専
門
職
に
関
連
す
る
目
的
で
行
動
す
る
自
然
人
ま
た
は

法
人
と
、
事
業
者
の
名
で
も
し
く
は
事
業
者
の
た
め
に
行
動
す
る
者
を
意
味
す
る
。」

―

以
下
の
号
が
追
加
さ
れ
る：

「
４

「
規
範
作
成
者
」
は
、
事
業
者
ま
た
は
事
業
者
の
集
団
を
含
み
、
行
為
規
範
の
作
成
と
改
訂
、
か
つ
（
ま
た
は
）
当
該
規

範
参
加
者
の
規
範
遵
守
を
監
視
す
る
責
任
を
負
う
主
体
を
意
味
す
る
。」

３.

3a
条
は
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
3a
条

１

比
較
広
告
は
、
比
較
に
関
し
て
、
以
下
の
要
件
を
み
た
す
限
り
で
、
許
さ
れ
る：

�

そ
れ
が
、
本
指
令
二
条
２
項
、
三
条
、
七
条
１
項
の
意
味
で
の
も
し
く
は
域
内
市
場
に
お
け
る
事
業
者
消
費
者
間
の
不
公

正
取
引
手
段
に
関
す
る
二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2005/29/E

C

の
第
六
条
、
第
七
条
の
意
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味
で
の
、
誤
認
を
招
く
も
の
で
は
な
い
場
合

�

そ
れ
が
同
じ
需
要
に
応
ず
る
も
し
く
は
同
じ
目
的
の
た
め
に
意
図
さ
れ
た
、
物
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
比
較
し
て
い
る
こ
と

�

そ
れ
が
、
代
金
を
含
め
、
物
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
若
干
の
、
本
質
的
で
、
重
要
で
、
検
証
可
能
で
あ
り
、
代
表
的
な
特

徴
を
客
観
的
に
比
較
し
て
い
る
こ
と

�

そ
れ
が
、
競
争
者
の
商
標
、
商
号
、
そ
の
他
の
識
別
符
号
、
物
、
サ
ー
ビ
ス
、
活
動
、
ま
た
は
状
況
の
信
用
を
落
と
し
ま

た
は
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

�

オ
リ
ジ
ン
表
示
が
あ
る
製
品
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
で
同
一
表
示
の
製
品
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

�

そ
れ
が
、
競
争
者
の
商
標
、
商
号
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
識
別
符
号
の
評
判
も
し
く
は
競
合
製
品
の
オ
リ
ジ
ン
表
示
を
不

公
正
に
利
用
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

�

そ
れ
が
、
あ
る
物
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
、
保
護
さ
れ
た
商
標
ま
た
は
商
号
を
帯
び
た
物
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
模
倣
ま
た
は

複
製
と
し
て
提
示
し
て
い
な
い
こ
と

�

そ
れ
が
、
事
業
者
間
の
、
当
該
広
告
者
と
競
争
者
の
間
の
、
も
し
く
は
広
告
者
の
商
標
、
商
号
、
他
の
識
別
符
号
、
物
、

サ
ー
ビ
ス
と
競
争
者
の
そ
れ
ら
の
間
の
、
混
同
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

４.

第
四
条
１
項
は
、
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
１

加
盟
国
は
、
事
業
者
と
競
争
者
の
た
め
に
、
誤
認
を
招
く
広
告
と
戦
い
、
比
較
広
告
に
関
す
る
規
定
の
遵
守
を
さ
せ
る
た

め
に
、
適
当
か
つ
有
効
な
手
段
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
か
よ
う
な
手
段
は
、
そ
れ
に
よ
り
国
内
法
の
下
で
誤
認
を
招
く

広
告
と
戦
う
ま
た
は
比
較
広
告
を
規
制
す
る
に
正
当
な
利
益
を
も
つ
と
さ
れ
る
、
個
人
ま
た
は
組
織
が
以
下
の
こ
と
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
法
規
定
を
含
む：

資 料

（阪大法学）５５（２―３６４）６３０〔２００５．８〕



�

か
よ
う
な
広
告
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
、
ま
た
は

�

か
よ
う
な
広
告
を
、
苦
情
に
対
す
る
判
断
ま
た
は
法
的
手
続
の
開
始
が
で
き
る
行
政
機
関
に
持
ち
出
す
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
便
宜
の
ど
れ
が
利
用
で
き
る
か
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
機
関
に
、
第
五
条
で
言
及
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、
他
の
確
立

さ
れ
た
苦
情
処
理
手
段
を
事
前
に
行
使
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
か
、
は
各
加
盟
国
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

以
下
の
こ
と
を
決
定
す
る
の
は
加
盟
国
で
あ
る：

�

こ
れ
ら
の
法
的
便
宜
が
、
個
別
に
ま
た
は
合
わ
せ
て
同
一
経
済
分
野
の
複
数
の
事
業
者
に
向
け
ら
れ
る
か

�

こ
れ
ら
の
法
的
便
宜
が
、
当
該
規
範
が
法
的
要
件
の
不
遵
守
を
促
進
す
る
場
合
に
、
規
範
作
成
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る

か
。」

５.

第
七
条
１
項
は
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
１

本
指
令
は
、
加
盟
国
が
、
誤
認
を
招
く
広
告
に
関
し
て
、
事
業
者
と
競
争
者
の
た
め
に
、
よ
り
広
範
な
保
護
を
確
保
す
る

た
め
の
規
定
を
維
持
ま
た
は
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。」

第
一
五
条

指
令97/7/E

C

と2002/65/E
C

の
改
正

１.

指
令97/7/E

C

の
第
九
条
は
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
第
九
条

要
請
の
な
い
販
売

域
内
市
場
に
お
け
る
事
業
者
消
費
者
間
の
不
公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日
の

2005/29/E
C

の
指
令
に
規
定
さ
れ
た
要
請
の
な
い
販
売
手
段
の
禁
止
を
考
慮
し
、
加
盟
国
は
、
要
求
の
な
い
供
給
の
場
合
に
、

返
答
し
な
い
こ
と
は
同
意
を
意
味
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
消
費
者
を
あ
ら
ゆ
る
対
価
支
払
か
ら
免
除
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
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ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」

２.

指
令2002/65/E

C

の
第
九
条
は
、
以
下
の
も
の
と
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
第
九
条

域
内
市
場
に
お
け
る
事
業
者
消
費
者
間
の
不
公
正
取
引
手
段
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日
の
指
令

2005/29/E
C

に
規
定
さ
れ
た
要
請
の
な
い
販
売
手
段
の
禁
止
を
考
慮
し
、
か
つ
、
加
盟
国
の
遠
隔
契
約
の
黙
示
の
更
新
に
関
す

る
立
法
規
定
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
加
盟
国
は
、
返
答
が
な
い
こ
と
は
同
意
を
意
味
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
要
求
の
な
い
供
給
の
場

合
に
、
消
費
者
を
あ
ら
ゆ
る
義
務
か
ら
免
責
す
る
た
め
の
措
置
を
執
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」

第
一
六
条

指
令98/27/E

C
と
規
則(E

C
)N

o
2006/2004

の
改
正

１.

指
令98/27/E

C

の
付
録
に
お
け
る
第
１
号
は
以
下
の
も
の
で
差
し
替
え
ら
れ
る：

「
１.

域
内
市
場
に
お
け
る
事
業
者
消
費
者
間
の
不
公
正
な
取
引
手
段
に
関
す
る
、
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
二
〇
〇
五
年
五
月
一

一
日
の
指
令2005/29/E
C

(O
J

L
149,11.6.2005,p.22)

」

２.

消
費
者
保
護
法
の
実
施
に
責
任
あ
る
国
内
法
機
関
の
間
の
協
力
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
七
日
の
規
則(E

C
)

N
o

2006/2004

（「
消
費
者
保
護
協
力
に
関
す
る
規
則
」）
の
付
録
に
、
以
下
の
号
が
追
加
さ
れ
る：

「
１６.

事
業
者
消
費
者
間
の
不
公
正
な
取
引
手
段
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日
の
指
令2005/29

/E
C

(O
J

L
149,11.6.2005,p.22)

」

第
一
七
条

通
知

加
盟
国
は
、
本
指
令
を
国
内
法
化
し
た
規
定
に
つ
き
消
費
者
に
通
知
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
執
り
、
し
か
る
べ
き
場
合
に
は
、

事
業
者
と
規
範
作
成
者
が
消
費
者
に
自
己
の
行
為
規
範
を
通
知
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。

資 料

（阪大法学）５５（２―３６６）６３２〔２００５．８〕



第
一
八
条

再
検
討

１.

二
〇
一
一
年
六
月
一
二
日
ま
で
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
欧
州
議
会
と
理
事
会
に
、
本
指
令
、
と
り
わ
け
三
条
９
項
、
四
条
、
付

録
�
の
適
用
、
消
費
者
保
護
に
関
す
る
共
同
体
法
の
さ
ら
な
る
調
和
と
単
純
化
の
範
囲
、
ま
た
三
条
５
項
を
考
慮
し
て
、
消
費
者

保
護
の
し
か
る
べ
き
レ
ベ
ル
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
た
め
に
共
同
体
レ
ベ
ル
で
採
る
必
要
の
あ
る
措
置
、
に
関
す
る
包
括

的
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
該
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
本
指
令
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
共
同
体
法
の
関

連
部
分
の
改
正
提
案
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２.

欧
州
議
会
と
理
事
会
は
、
第
１
項
の
も
と
で
な
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
提
案
か
ら
二
年
以
内
に
、
行
動
す
る
よ
う
努
め

る
。

第
一
九
条

国
内
法
化

加
盟
国
は
、
本
指
令
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
、
規
則
、
行
政
規
定
を
二
〇
〇
七
年
六
月
一
二
日
ま
で
に
採
択
し
、
公
布
す

る
。
加
盟
国
は
、
国
内
法
化
後
直
ち
に
そ
の
旨
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
し
、
そ
れ
以
降
の
改
正
に
つ
い
て
も
遅
滞
な
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
通
知
す
る
。

加
盟
国
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
二
日
ま
で
に
適
用
す
る
。
加
盟
国
が
こ
れ
ら
の
規
定
を
採
択
す
る
際
に
、
こ
の

指
令
の
参
照
を
含
む
か
、
公
布
の
際
に
参
照
が
付
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
盟
国
は
、
参
照
が
ど
の
よ
う
に
付
さ
れ
る
か
を
決
定
す

る
。

第
二
〇
条

施
行

本
指
令
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｃ
に
お
け
る
公
布
の
日
に
続
く
日
に
発
効
す
る
。
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第
二
一
条

名
宛
人

本
指
令
は
、
加
盟
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日
に
採
択

欧
州
議
会

理
事
会

議
長

議
長

J.P
.B

O
R

R
E

L
L

F
O

N
T

E
L

L
E

S
N

.S
C

H
M

IT

付
録
�

い
か
な
る
場
合
で
も
不
公
正
と
み
な
さ
れ
る
取
引
手
段

誤
認
を
招
く
取
引
手
段

１.

そ
う
で
は
な
い
の
に
、
事
業
者
が
行
為
規
範
の
参
加
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
。

２.

必
要
な
認
証
を
得
ず
に
、
ト
ラ
ス
ト
マ
ー
ク
、
品
質
マ
ー
ク
、
そ
の
他
の
同
等
物
を
提
示
す
る
こ
と
。

３.

そ
う
で
は
な
い
の
に
、
行
為
規
範
が
公
的
団
体
な
い
し
そ
の
他
の
団
体
の
承
認
を
得
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
。

４.

そ
う
で
は
な
い
の
に
、（
そ
の
取
引
手
段
も
含
め
）
事
業
者
ま
た
は
製
品
が
、
公
的
機
関
も
し
く
は
民
間
機
関
に
よ
り
、
承
認
さ

れ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
、
ま
た
は
承
認
の
要
件
を
遵
守
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
う
い
う
主
張
を
す
る
こ
と
。

５.

事
業
者
が
当
該
製
品
も
し
く
は
同
等
品
を
そ
の
価
格
で
、
製
品
、
製
品
の
広
告
の
規
模
、
価
格
を
考
慮
し
た
合
理
的
な
期
間
で
、

資 料

（阪大法学）５５（２―３６８）６３４〔２００５．８〕



合
理
的
な
量
に
お
い
て
、
提
供
ま
た
は
他
の
供
給
事
業
者
か
ら
入
手
で
き
な
い
と
考
え
う
る
合
理
的
理
由
の
存
在
を
開
示
し
な
い
で

一
定
の
価
格
で
製
品
を
販
売
す
る
勧
誘
を
す
る
こ
と
（
お
と
り
広
告
）。

６.

一
定
の
価
格
で
製
品
を
販
売
す
る
勧
誘
を
な
し
、
次
に
異
な
る
商
品
を
勧
め
る
意
図
で
以
下
の
こ
と
を
す
る
場
合
（
お
と
り
販

売
）：

�

広
告
し
た
品
を
消
費
者
に
提
示
す
る
こ
と
を
拒
む
こ
と
、
ま
た
は

�

そ
の
注
文
を
拒
む
か
、
合
理
的
時
間
内
に
供
給
す
る
こ
と
を
拒
む
こ
と
、
ま
た
は

�

そ
の
欠
陥
の
あ
る
見
本
を
示
す
こ
と

７.

消
費
者
に
、
即
時
の
決
断
を
促
し
、
情
報
提
供
さ
れ
た
上
で
の
選
択
を
す
る
の
に
十
分
な
機
会
ま
た
は
時
間
を
奪
う
た
め
に
、
製

品
は
非
常
に
限
定
さ
れ
た
期
間
内
に
の
み
入
手
可
能
で
あ
る
、
ま
た
は
一
定
の
要
件
の
下
で
非
常
に
限
定
さ
れ
た
期
間
に
の
み
入
手

可
能
で
あ
る
と
、
虚
偽
の
事
実
を
述
べ
る
こ
と
。

８.

事
業
者
が
自
己
の
所
在
す
る
加
盟
国
の
公
用
言
語
で
は
な
い
言
語
で
、
締
結
前
に
交
渉
し
、
消
費
者
に
ア
フ
タ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
約
束
し
、
そ
の
の
ち
に
、
締
結
前
に
消
費
者
に
明
確
に
開
示
せ
ず
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
別
の
言
語
で
の
み
提
供
可
能
と
す
る
こ
と
。

９.

そ
う
で
は
な
い
の
に
、
製
品
が
合
法
に
販
売
で
き
る
と
述
べ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
印
象
を
作
出
す
る
こ
と
。

１０.

法
に
お
い
て
消
費
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
権
利
を
、
事
業
者
の
提
供
の
際
だ
っ
た
特
徴
と
す
る
こ
と
。

１１.

事
業
者
が
当
該
販
売
促
進
の
た
め
に
対
価
を
払
い
つ
つ
、
そ
の
旨
を
消
費
者
に
わ
か
る
形
で
当
該
内
容
に
お
い
て
、
ま
た
は
イ
メ

ー
ジ
や
音
声
で
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
内
容
本
体
を
、
製
品
の
販
売
促
進
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
（
Ｐ
Ｒ
記
事
）。
こ

れ
は
、
理
事
会
指
令89/552/E

E
C

を
妨
げ
な
い
。

１２.

消
費
者
が
当
該
製
品
を
購
入
し
な
い
場
合
の
、
当
該
消
費
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の
身
体
的
リ
ス
ク
の
性
質
と
程
度
に
つ
い
て
、
実

ＥＵ契約法と消費者保護
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質
的
に
不
正
確
な
主
張
を
す
る
こ
と
。

１３.

特
定
の
製
造
者
に
よ
る
製
品
に
類
似
す
る
製
品
を
、
意
図
的
に
当
該
製
造
者
に
よ
る
製
品
と
消
費
者
に
信
じ
さ
せ
る
よ
う
な
態
様

で
、
販
売
促
進
す
る
こ
と

１４.

消
費
者
は
対
価
を
、
補
償
を
得
る
機
会
の
た
め
に
与
え
る
が
、
そ
の
補
償
は
、
製
品
の
販
売
ま
た
は
消
費
に
由
来
す
る
よ
り
も
、

主
と
し
て
、
他
の
消
費
者
を
当
該
ス
キ
ー
ム
に
引
き
込
む
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
な
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
販
売
促
進
ス
キ
ー
ム
を
創
設
し
、

運
営
し
、
ま
た
は
奨
励
す
る
こ
と
。

１５.

事
業
者
が
、
実
際
は
そ
う
で
な
い
の
に
、
事
業
を
や
め
る
か
、
事
業
所
を
移
動
す
る
予
定
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
。

１６.

製
品
が
、
賭
け
事
の
当
た
り
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
こ
と
。

１７.

製
品
が
、
病
気
、
機
能
不
全
、
奇
形
を
治
療
す
る
効
き
目
が
あ
る
と
、
虚
偽
を
述
べ
る
こ
と
。

１８.

消
費
者
に
、
通
常
の
市
場
の
条
件
よ
り
も
不
利
な
条
件
で
当
該
製
品
を
取
得
さ
せ
る
意
図
の
も
と
に
、
市
場
の
条
件
ま
た
は
製
品

発
見
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
不
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

１９.

取
引
手
段
の
中
で
、
競
争
ま
た
は
賞
に
よ
る
販
売
促
進
を
提
供
す
る
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
当
該
賞
も
し
く
は
等
価
物
を
与
え
な

い
こ
と
。

２０.

製
品
を
無
料
、
負
担
な
し
な
ど
と
表
現
し
な
が
ら
、
当
該
取
引
手
段
に
応
接
し
、
ま
た
は
当
該
製
品
を
受
領
す
る
た
め
に
不
可
避

な
費
用
以
外
の
支
払
義
務
が
あ
る
場
合
。

２１.

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
資
料
の
中
に
、
送
り
状
も
し
く
は
類
似
の
文
書
を
含
め
、
消
費
者
に
、
当
該
製
品
を
注
文
し
て
い
な
い
の
に
、

既
に
注
文
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
場
合
。

２２.

事
業
者
が
、
自
己
の
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
手
職
業
、
ま
た
は
専
門
職
に
関
す
る
目
的
の
た
め
に
行
動
し
て
い
な
い
と
虚
偽
を
述
べ

資 料
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る
か
、
そ
の
よ
う
な
印
象
を
作
出
す
る
こ
と
も
し
く
は
自
己
が
消
費
者
で
あ
る
と
虚
偽
を
述
べ
る
こ
と
。

２３.

製
品
の
ア
フ
タ
サ
ー
ビ
ス
が
製
品
が
販
売
さ
れ
た
国
以
外
の
加
盟
国
で
も
入
手
可
能
で
あ
る
と
い
う
誤
り
の
印
象
を
作
出
す
る
こ

と
。

攻
撃
的
取
引
手
段

２４.

契
約
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
消
費
者
が
建
物
か
ら
退
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
印
象
を
作
り
出
す
こ
と
。

２５.

国
内
法
が
契
約
上
の
義
務
履
行
の
た
め
に
認
め
る
場
合
と
程
度
を
除
き
、
消
費
者
の
、
退
去
ま
た
は
再
訪
し
な
い
と
い
う
要
請
を

無
視
し
つ
つ
、
消
費
者
の
自
宅
訪
問
を
な
す
こ
と
。

２６.

国
内
法
が
契
約
上
の
義
務
履
行
の
た
め
に
認
め
る
場
合
と
程
度
を
除
き
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は
そ
の
他

の
遠
隔
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、
し
つ
こ
く
か
つ
要
請
さ
れ
な
い
勧
誘
を
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
指
令97/7/E

C

の
第
一
〇
条
、

指
令95/46/E

C
,2002/58/E

C

を
妨
げ
な
い
。

２７.

保
険
証
券
に
も
と
づ
い
て
請
求
し
よ
う
と
す
る
消
費
者
に
、
そ
の
契
約
上
の
権
利
行
使
を
消
費
者
に
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
目
的
で
、

そ
の
要
求
が
妥
当
か
ど
う
か
に
関
係
す
る
と
は
合
理
的
に
思
わ
れ
な
い
書
面
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
、
ま
た
は
適
切
な
文
書
に
応

答
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
し
な
い
こ
と
。

２８.

広
告
中
に
、
子
供
に
広
告
の
製
品
を
買
う
よ
う
に
、
ま
た
は
彼
ら
の
親
も
し
く
は
そ
れ
以
外
の
大
人
に
買
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
直

接
の
勧
誘
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
規
定
は
、
テ
レ
ビ
広
告
に
関
す
る
指
令89/552/E

E
C

第
一
六
条
を
妨
げ
な
い
。

２９.

事
業
者
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
が
、
消
費
者
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
製
品
に
つ
き
、
即
時
ま
た
は
の
ち
の
支
払
、

返
却
、
も
し
く
は
保
管
を
要
請
す
る
こ
と
、
た
だ
し
そ
の
製
品
が
指
令97/7/E

C
（
不
招
請
販
売
）
第
七
条
３
項
に
従
っ
て
供
給
さ
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れ
た
代
品
で
あ
る
場
合
を
除
く
。

３０.

消
費
者
に
対
し
て
、
こ
の
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
な
い
と
、
事
業
者
の
職
も
し
く
は
生
計
が
危
機
に
瀕
す
る
と
明
示
に

伝
え
る
こ
と
。

３１.

消
費
者
が
既
に
、
将
来
、
も
し
く
は
あ
る
行
為
に
よ
り
将
来
、
賞
ま
た
は
等
し
い
利
益
を
得
る
か
の
よ
う
な
虚
偽
の
印
象
を
作
出

し
、
実
際
に
は
以
下
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
場
合：

―

賞
も
し
く
は
等
価
の
利
益
が
存
在
し
な
い
、
ま
た
は

―

賞
ま
た
は
等
価
の
利
益
を
請
求
す
る
こ
と
に
関
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
が
、
消
費
者
が
金
銭
を
支
払
う
か
、
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
に
依
存
し
て
い
る
場
合
。

付
録
�

広
告
と
取
引
目
的
で
の
交
渉
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
記
載
す
る
共
同
体
法
規
定

指
令97/7/E

C

の
第
四
、
五
条

パ
ッ
ク
旅
行
、
パ
ッ
ク
休
暇
、
パ
ッ
ク
周
遊
旅
行
に
関
す
る
一
九
九
〇
年
六
月
一
三
日
の
理
事
会
指
令90/314/E

E
C

の
第
三
条

不
動
産
を
時
分
割
で
利
用
す
る
権
利
の
購
入
に
か
か
わ
る
契
約
の
あ
る
側
面
に
お
い
て
購
入
者
を
保
護
す
る
指
令94/47/E

C

の
第
三

条
３
項
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消
費
者
に
提
供
さ
れ
る
製
品
の
価
格
表
示
に
お
け
る
消
費
者
保
護
に
関
す
る
一
九
九
八
年
二
月
一
六
日
の
指
令98/6/E

C

の
第
三
条

４
項

人
体
に
使
用
す
る
医
薬
品
に
か
か
わ
る
共
同
体
規
範
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
一
一
月
六
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2001/83/

E
C

の
第
八
六
な
い
し
一
〇
〇
条

域
内
市
場
に
お
け
る
情
報
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
電
子
取
引
の
あ
る
法
的
側
面
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
六
月
八
日
の
欧
州
議
会
と
理
事

会
の
指
令2000/31/E

C

（
電
子
取
引
指
令
）
の
第
五
、
六
条

消
費
者
信
用
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
、
規
則
、
行
政
規
定
の
接
近
の
た
め
の
理
事
会
指
令87/102/E

E
C

を
改
正
す
る
、
一
九
九
八
年

二
月
一
六
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令98/7/E

C

の
第
一
�
条

指
令2002/65/E

C

の
第
三
条
と
第
四
条

管
理
会
社
と
単
純
化
さ
れ
た
趣
意
書
の
規
制
を
目
的
と
す
る
、
譲
渡
可
能
担
保(U

C
IT

S
)

へ
の
集
団
的
投
資
の
た
め
の
事
業
に
関
す

る
法
、
規
則
、
行
政
規
定
の
調
整
に
か
か
わ
る
理
事
会
指
令85/611/E

E
C

を
改
正
す
る
、
二
〇
〇
二
年
一
月
二
一
日
の
欧
州
議
会
と

理
事
会
の
指
令2001/107/E

C

の
第
一
条
９
項

ＥＵ契約法と消費者保護
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保
険
調
停
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
一
二
月
九
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2002/92/E

C

の
第
一
二
、
一
三
条

生
命
保
険
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
一
一
月
五
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2002/83/E

C

の
第
三
六
条

金
融
証
券
市
場
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
四
月
二
一
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2004/39/E

C

の
第
一
九
条

生
命
保
険
以
外
の
直
接
保
険
に
関
す
る
法
、
規
則
、
行
政
規
定
の
調
整
に
関
す
る
一
九
九
二
年
六
月
一
八
日
の
理
事
会
指
令92/49/

E
E

C

（
第
三
次
非
生
命
保
険
指
令
）
の
第
三
一
条
と
第
四
三
条

有
価
証
券
が
公
衆
に
提
供
さ
れ
ま
た
は
販
売
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
公
表
さ
れ
る
べ
き
趣
意
書
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
一
一
月
四
日
の

欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2003/71/E

C
の
第
五
、
七
、
八
条

（
１
）

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
内
部
の
担
当
者
に
よ
る
解
説
と
し
て
、D

irk
S

tau
den

m
ayer,T

H
E

C
O

M
M

IS
S

IO
N

C
O

M
M

U
N

IC
A

T
IO

N

O
N

E
U

R
O

P
E

A
N

C
O

N
T

R
A

C
T

L
A

W
A

N
D

T
H

E
F

U
T

U
R

E
P

R
O

S
P

E
C

T
S

,
IC

L
Q

51
(2001),

673
;

T
h

e
C

om
m

ission

C
om

m
u

n
ication

on
E

u
ropean

C
on

tract
L

aw
:

W
h

at
fu

tu
re

for
E

u
ropean

C
on

tract
L

aw
?,

E
R

P
L

2
(2002),

249
;

T
h

e
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C
om

m
ission

A
ction

P
lan

on
E

u
ropean

C
on

tract
L

aw
,

E
R

P
L

2
(2003

),
113

;
W

eitere
S

ch
ritte

im
E

u
ropäisch

en

V
ertragsrech

t,E
u

Z
W

,2005

（
未
刊
で
あ
る
が
著
者
の
御
好
意
に
よ
り
入
手
）
な
ど
が
あ
る
。
筆
者
の
も
の
と
し
て
、「
無
効
・
取
消
の

要
件
・
効
果
の
一
般
的
枠
組
」
阪
大
法
学
五
二
巻
三
・
四
号
七
二
六
頁
、「
訪
問
取
引
と
し
て
の
不
動
産
金
融
契
約
に
お
け
る
撤
回
権
」
阪

大
法
学
五
四
巻
一
号
三
二
二
頁
以
下
が
こ
れ
ら
の
点
に
触
れ
る
。

（
２
）

関
連
す
る
既
に
な
さ
れ
た
調
査
の
報
告
と
し
て
、K

ien
in

ger,S
ecu

rity
R

igh
ts

in
M

ovable
P

roperty
in

E
u

ropean
P

rivate

L
aw

,2004
;

von
B

ar
an

d
D

robn
ig,T

h
e

In
teraction

of
C

on
tract

L
aw

an
d

T
ort

an
d

P
roperty

L
aw

in
E

u
rope,2004.

本

年
二
月
に
、acqu

is
grou

p

の
ま
と
め
役
を
務
め
る
ド
イ
ツ
・
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
のS

ch
u

lte-N
ölke

教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際

に
、
受
託
調
査
研
究
の
プ
ラ
ン
を
示
さ
れ
、
ア
キ
か
ら
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
た
た
き
台
を
抽
出
す
る
際
に
、
ア
キ
自
体
、
ル
ー
ル
の
精
度
な
い
し
濃
度

が
分
野
ご
と
に
異
な
る
の
で
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
分
野
の
作
業
が
困
難
で
あ
る
旨
う
か
が
っ
た
。

（
３
）

提
案
段
階
の
も
の
を
多
角
的
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、T

h
e

F
orth

com
in

g
E

C
D

irective
on

U
n

fair
C

om
m

ercialP
ractices,

edited
by

H
.C

ollin
s,2004

が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
受
託
調
査
研
究
報
告
と
し
て
、H

an
s-W

.M
icklitz,S

tu
dy

on

th
e

F
easibility

of
a

G
en

eral
L

egislative
F

ram
ew

ork
on

F
air

T
radin

g
by

th
e

In
stitu

t
fü

r
E

u
ropäisch

es
W

irtsch
afts-

u
n

d
V

erbrau
ch

errech
t

e.
V

.
2000

;
R

ein
er

S
ch

u
lze

an
d

H
an

s
S

ch
u

lte-N
ölke,

A
n

alysis
of

N
ation

al
F

airn
ess

L
aw

s

A
im

ed
at

P
rotectin

g
C

on
su

m
ers

in
R

elation
to

C
om

m
ercial

P
ractices,2003

が
あ
る
。
邦
語
関
連
文
献
と
し
て
、
岡
谷
直
明

「
欧
州
に
お
け
る
消
費
者
保
護
法
制
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
国
際
商
事
法
務
三
〇
巻
六
号
七
三
五
頁
以
下
、
角
田
美
穂
子
「
Ｅ
Ｕ
の
広

告
規
制
」
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｏ
３０
年
の
あ
ゆ
み
（
二
〇
〇
四
年
）(w

w
w

.jaro.or.jp)

所
収
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）

前
加
理
由
（
１４
）
は
、
本
指
令
の
立
場
を
完
全
調
和
ア
プ
ロ
ー
チ(fu

llh
arm

on
isation

approach
)

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
５
）

h
ttp://w

w
w

2.eu
roparl.eu

.in
t/oeil/file.jsp?id=214172

（
６
）

典
型
例
と
し
て
、V

erein
gegen

U
n

w
esen

in
H

an
delu

n
d

G
ew

erbe
K

öln
e.V

.v
M

ars
G

m
bH

,C
ase

C
-470/93,1995.6.

6
[1995]

E
C

R
I-1923

が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｃ
条
約
現
二
八
条
（
当
時
三
〇
条
）
の
輸
入
の
量
的
制
限
禁
止
と
例
外
と
し
て
の
消
費
者
保

護
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ア
イ
ス
バ
ー
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
「
プ
ラ
ス
一
〇
％
増
量
」
の
表
示

が
な
さ
れ
、
そ
の
部
分
に
対
応
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
色
部
分
が
包
装
に
印
刷
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
現
実
の
増
量
部
分
に
対
応
し
て
い
な
い

と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
競
争
法
違
反
に
よ
る
差
し
止
め
請
求
が
な
さ
れ
た
。
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
の
先
決
判
断
付
託
に
対
し
て
、
欧
州
司
法
裁

ＥＵ契約法と消費者保護
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判
所
は
、
適
度
に
注
意
深
い
消
費
者
は
、
そ
の
よ
う
な
印
刷
と
実
際
の
増
加
量
の
関
連
が
必
ず
し
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
解
で
き
る
と
し

た
（
判
決
理
由
二
四
段：

R
eason

ably
circu

m
spect

con
su

m
ers

m
ay

be
deem

ed
to

kn
ow

th
at

th
ere

is
n

ot
n

ecessarily
a

lin
k

betw
een

th
e

size
ofpu

blicity
m

arkin
gs

relatin
g

to
an

in
crease

in
a

produ
ct’s

qu
an

tity
an

d
th

e
size

ofth
at

in
crease.

）。

（
７
）

包
括
的
検
討
と
し
て
、N

orbert
R

eich
/H

an
s-W

.M
icklitz,E

u
ropäisch

es
V

erbrau
ch

errech
t,4.A

u
fl.2003.

邦
語
文
献
と

し
て
、
大
村
敦
志
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
と
消
費
者
法
政
策
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
三
八
号
八
頁
以
下
、
五
四
〇
号
二
八
頁
以
下
、
マ
ン
フ
レ
ー
ド
Ａ

・
ダ
ウ
ゼ
ス
（
角
田
美
穂
子
訳
）「
Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
法
的
基
礎
」
亜
細
亜
法
学
三
五
巻
二
号
一
五
一
頁
以
下
、
中

村
民
雄
「
消
費
者
契
約
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
〇
号
一
四
一
頁
以
下
、
角
田
光
隆
「
Ｅ
Ｕ
私
法
の
展
開
」
北
大
法
学
論

集
五
五
巻
一
号
三
三
八
頁
以
下
、
二
号
三
九
四
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
８
）

H
an

s-W
.M

icklitz,Z
u

r
N

otw
en

digkeit
ein

es
n

eu
en

K
on

zepts
fü

r
die

F
orten

tw
icklu

n
g

des
V

erbrau
ch

errech
ts

in

der
E

U
,V

u
R

2003,2
な
ど
で
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、R

iesen
h

u
ber,S

ystem
u

n
d

P
rin

zipien
des

E
u

ropäisch
en

V
ertragsrech

ts,S
.579

ff,2003

な
ど
が
あ
る
。

（
９
）

訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
英
独
仏
語
版
を
適
宜
比
較
参
照
し
た
。
又
、
原
注
な
い
し
原
語
は
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
引
用
し
た
。

（
１０
）

D
irectives

85/577,90/314,93/13,94/47,97/7,98/6
;

98/27,99/44.
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